
東京成徳大学（八千代キャンパス 12月撮影）
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。
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平
成
二
十
年
の
新
し
い
年
の
訪
れ
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
中
学
・
高
校
は
既
に
平
成
生
ま

れ
の
生
徒
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
年
の
春
は
、
大
学
・
短
大
に

も
平
成
生
ま
れ
の
進
学
者
の
波
が
本
格

的
に
押
し
寄
せ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
戦
中
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
は
青

少
年
の
頃
に
聞
い
た
「
明
治
は
遠
く
な

り
に
け
り
」
と
い
う
言
葉
が
、「
昭
和
は

遠
く
な
り
に
け
り
」
と
言
う
言
葉
に
置

き
換
わ
っ
て
、
時
代
が
転
換
し
て
行
く

感
慨
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

論
理
的
に
は
元
号
で
時
代
の
雰
囲
気

が
決
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
の
時
代
の
様
相
・
雰
囲
気
が
逆

に
明
治
・
大
正
・
昭
和
な
ど
そ
の
時
の

元
号
に
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
昨
年
末
の
報

道
で
は
、
平
成
十
九
年
の
時
代
の
様
相

を
一
字
で
表
す
漢
字
と
し
て
「
偽
」
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
と
い

う
時
代
に
と
っ
て
大
変
残
念
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。
確
か
に
社
会
保
険
庁
の
杜

撰
な
仕
事
振
り
や
食
品
偽
装
の
多
発
な

ど
世
間
の
人
々
を
欺
く
多
く
の
行
為
が

報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
偽
」
と

い
う
残
念
な
文
字
で
表
現
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
特
に
伝
統
の
あ
る
老
舗

料
亭
な
ど
で
も
問
題
を
生
じ
て
お
り
、

創
業
の
精
神
を
忘
れ
て
時
代
の
風
潮
に

流
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。
分
野
は
異
な
り
ま
す
が
、
学

園
の
運
営
に
お
い
て
も
他
山
の
石
と
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
、
消
極
的
な
墨
守
の

姿
勢
の
み
で
は
現
代
に
通
用
し
な
い
こ

と
も
厳
然
た
る
事
実
で
あ
り
ま
す
。

「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
ど
の
時
代
で
も
変
え
て
は
い
け
な

い
事
柄
と
時
代
に
よ
っ
て
変
え
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
の
二
面
が
教
育
に

は
あ
る
こ
と
を
表
し
た
言
葉
で
す
。

学
園
に
と
っ
て
不
易
の
部
分
は
建
学

の
精
神
で
あ
る
「
徳
を
成
す
」
人
材
の

育
成
で
あ
り
ま
す
。「
徳
」
の
も
つ
側
面

の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
わ

す
「
偽
」
に
対
し
て
「
信
」
と
言
う
言

葉
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
個
々
人
相
互
間

の
「
信
」
は
い
つ
の
時
代
に
も
存
在
し

え
ま
す
が
、
社
会
・
集
団
と
し
て
の

「
信
」
は
必
ず
し
も
い
つ
も
存
在
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
、
昨
年
の
状
況
が

我
々
に
教
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
社
会
・
集
団
の
「
信
」
を
保
つ

た
め
に
よ
り
意
識
的
な
努
力
を
要
す
る

時
代
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
学
園
の
中
等
教
育
部
門
（
高

校
・
中
学
）
で
は
不
断
の
授
業
内
容
の

改
善
な
ど
を
通
じ
て
進
学
実
績
が
伸
び

る
と
と
も
に
、
共
学
化
の
進
展
が
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
運

動
部
の
活
躍
が
上
げ
ら
れ
、
昨
年
は
東

京
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
が
都
の
ベ
ス
ト
４

に
、
深
谷
高
の
野
球
部
が
埼
玉
県
の
ベ

ス
ト
８
に
入
る
な
ど
の
実
績
を
残
し
て

お
り
、
従
来
の
女
子
運
動
部
の
活
躍
と

と
も
に
、
男
子
運
動
部
の
活
躍
が
今
後

ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
の
上

に
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
の
両
面
に
お
い
て

多
く
の
実
績
を
着
実
に
積
ん
で
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
本
年
は
新

分
野
の
開
拓
と
分
野
の
再
編
の
年
と
な

り
ま
す
。
今
春
四
月
に
千
葉
県
八
千
代

市
に
あ
る
人
文
学
部
か
ら
応
用
心
理
学

部
が
分
離
さ
れ
、
そ
の
中
に
従
来
の
福

祉
心
理
学
科
・
臨
床
心
理
学
科
に
加
え

て
、
平
成
二
十
一
年
設
置
を
予
定
し
て

「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
」
を
現
在

構
想
・
計
画
中
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
心
理
面
か
ら
捉
え
て
い
く

も
の
で
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
運

動
設
備
を
有
す
る
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス

に
適
応
し
た
学
科
と
考
え
ま
す
。

ま
た
東
京
都
北
区
の
十
条
台
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
平
成
二
十
一
年
に
短
大
の

ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科
を
大
学
の
現
代
経
営

学
部
（
仮
称
）
に
改
組
転
換
す
る
構

想
・
計
画
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
、
設

置
申
請
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
学

ぶ
分
野
を
現
代
経
営
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
一
分
野
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

心
理
分
野
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
は
こ
れ
ら
の
新
学
科
・
新
学
部

の
設
置
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
平
成
二
十
一
年
度
以
降
を
展
望
し

て
新
分
野
の
検
討
を
進
め
て
い
く
方
針

で
あ
り
ま
す
。
教
育
の
世
界
も
従
来
の

教
育
研
究
に
止
ま
ら
ず
、
第
三
者
評

価
・
地
域
貢
献
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な

活
動
が
要
請
さ
れ
る
時
代
で
す
。
こ
う

し
た
中
に
あ
っ
て
不
易
を
忘
れ
ず
、
流

行
も
取
り
入
れ
る
努
力
を
さ
ら
に
続
け

て
い
く
所
存
で
す
。

学
園
へ
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

巻頭言

平
成
二
十
年
を
迎
え
て

理
事
長
　
木
内
　
秀
俊



「
社
会
が
求
め
る
人
材
」
に
応
え
る
新
学
部

・
企
業
一
０
０
社
に
「
求
め
て
い
る
人

材
」
を
伺
い
ま
し
た
。

東
京
成
徳
短
期
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
心
理

科
の
教
授
陣
と
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ

が
、「
企
業
が
ど
ん
な
人
材
を
求
め

て
い
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
企

業
か
ら
中
小
規
模
の
企
業
ま
で
一
〇

〇
社
の
人
事
担
当
者
の
方
に
ご
意
見

を
伺
い
ま
し
た
。

企
業
は
「
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

伝
え
る
」「
目
標
管
理
が
し
っ
か
り

で
き
、
継
続
し
た
努
力
を
傾
注
で
き

る
」、
つ
ま
り
「
自
立
型
人
間
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

新
設
の
「
経
営
学
部
」（
仮
称
）
の
目
的

・
「
自
立
型
人
間
」
の
育
成
が
目
標
で

す
。
い
わ
ば
既
存
の
経
営
学
部
の
現

代
版
で
、「
指
示
待
ち
」
で
な
く

「
自
立
」
で
き
る
企
業
人
を
育
成
し
、

社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
目
標
で

す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
企
業
人
と
な
る

に
は
、
産
業
構
造
改
革
の
た
め
の
実

学
の
体
得
が
必
要
で
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
「
学
生
の
目
線
に
立
っ
た
実

学
」
と
し
、
自
立
し
た
職
業
人
と
し

て
の
必
要
な
基
礎
能
力
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
特
に
少
人
数
の
ゼ
ミ
で

は
、
実
際
に
社
会
に
出
て
活
用
で
き

る
ス
キ
ル
が
一
人
ひ
と
り
の
身
に
つ

く
よ
う
指
導
し
ま
す
。

新
設
の
「
経
営
学
部
」（
仮
称
）
は

「
こ
れ
か
ら
の
し
ご
と
」
を
探
究
し
ま
す

・
「
経
営
学
部
」（
仮
称
）
の
教
育
は
、

現
代
の
職
業
人
と
し
て
の
基
礎
づ
く

り
を
し
ま
す
。
学
生
が
自
己
の
志
望

す
る
職
業
に
就
く
こ
と
は
、
ご
本

人
・
ご
家
族
の
み
な
ら
ず
新
学
部
の

大
事
な
目
標
で
す
。
現
代
の
若
者
は
、

変
化
の
時
代
に
即
応
で
き
る
力
で

「
こ
れ
か
ら
の
し
ご
と
」
を
み
つ
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
学
部
は

幅
広
い
分
野
に
お
け
る
経
営
の
現
在

と
未
来
を
研
究
し
、
そ
れ
を
「
こ
れ

か
ら
の
し
ご
と
」
の
発
見
に
役
立
て

ま
す
。

「
経
営
学
部
」（
仮
称
）
は

精
鋭
の
教
員
を
揃
え
ま
す

・
新
学
部
の
目
的
遂
行
の
た
め
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
各
分
野
で
最
適
の
教
員

が
担
当
し
ま
す
。
学
部
長
に
は
岡
田

康
司
氏
（
現
大
阪
産
業
大
学
大
学
院

教
授
）
が
就
任
予
定
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

・
「
経
営
学
部
」（
仮
称
）
は
経
営
学

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
現
代
を
学
ぶ

学
部
で
す
。「
現
代
に
つ
い
て
学
び

た
い
」「
世
界
で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
」「
現
代
が
直

面
し
て
い
る
問
題
を
経
営
学
を
通
し

て
考
究
し
た
い
」
等
と
思
っ
て
い
る

人
々
の
た
め
の
学
部
で
す
。
皆
さ
ま

の
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科

（
構
想
中
）

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
応
用
心
理
学

部
で
は
、
平
成
二
十
一
年
年
四
月
に
も

う
一
つ
の
心
理
学
分
野
を
教
育
・
研
究

す
る
学
科
を
開
設
し
よ
う
と
い
う
計
画

が
進
ん
で
い
ま
す
。

○
設
立
の
趣
旨

心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
の
個
人
の
心
の
持
ち
方
や
、
人
間
関

係
、
生
活
習
慣
の
あ
り
方
を
理
解
し
、

実
践
に
結
び
つ
け
る
方
法
の
教
育
、
研

究
を
進
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

従
来
の
臨
床
心
理
学
や
福
祉
心
理
学

が
心
に
負
の
側
面
を
持
っ
た
人
々
を
支

援
す
る
方
向
に
重
点
を
置
い
て
き
た
傾

向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
学
科
で

は
、
人
の
達
成
行
動
の
促
進
を
促
す
方

向
に
力
点
を
置
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
困
難
な
状
況
で
も
希
望
を
持
ち
続

け
る
こ
と
や
、
人
々
と
信
頼
関
係
や
友

情
を
育
て
る
こ
と
な
ど
、「
健
康
心
理

学
」、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」
に
「
ス

ポ
ー
ツ
心
理
学
」
な
ど
を
中
心
に
学
び

ま
す
。

本
学
科
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
中

で
、
さ
ら
に
心
理
学
の
講
義
の
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
の
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
技
能
の
向
上
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
た
め
の
ス
ポ

ー
ツ
指
導
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
心
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
人
材
育
成
の
狙
い

本
学
科
で
学
ん
だ
学
生
が
、
企
業
人

と
し
て
心
の
分
か
る
指
導
者
に
な
っ
た

り
、
健
康
産
業
の
中
で
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
明
る
く
仲
間
を
リ

ー
ド
し
て
い
け
る
社
会
人
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。「
健
康
心
理
士
」
や
「
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー
」
資
格
取
得
の
た
め
の
教

育
課
程
を
準
備
し
ま
す
。
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新学部・学科関連

岡田康司氏

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に

経
営
学
部
開
設
を
構
想
中

平
成
五
年
に
開
学
し
た
本
学
は
「
変
化
の
時
代
」
に
対
応
す
べ
く
新
学
科
の
開
設
、

既
存
学
科
の
改
組
、
新
学
部
の
開
設
を
行
い
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
一
層
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
新
し
い

観
点
か
ら
の
新
学
部
「
経
営
学
部
現
代
経
営
学
科
」（
仮
称
）
を
構
想
中
で
、
今
春
に
も

文
部
科
学
省
に
申
請
し
平
成
二
十
一
年
開
設
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
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開かれた大学へ

設
置
基
準
に
つ
い
て

大
学
、
短
期
大
学
の
設
置
に
関
し
て

は
、
学
校
教
育
法
そ
の
他
の
法
令
の
規

定
に
よ
る
ほ
か
、
文
部
科
学
省
が
省
令

で
定
め
た
「
大
学
設
置
基
準
」
・
「
短

期
大
学
設
置
基
準
」
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
最
低
の
基
準
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
校
教
育
法
第
六
九
条
の
三
で

は
「
大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
水
準
の

向
上
に
資
す
る
た
め
、
文
部
科
学
大
臣

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
大
学

の
教
育
及
び
研
究
、
組
織
及
び
運
営
並

び
に
施
設
及
び
設
備
の
状
況
に
つ
い
て

自
ら
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。」
さ
ら

に
第
二
項
に
「
大
学
は
、
前
項
の
措
置

に
加
え
、
当
該
大
学
の
教
育
研
究
等
の

総
合
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
政
令
で
定

め
る
期
間
ご
と
に
、
文
部
科
学
大
臣
の

認
証
を
受
け
た
者
（
以
下
「
認
証
評
価

機
関
」
と
い
う
。）
に
よ
る
評
価
（
以

下
「
認
証
評
価
」
と
い
う
。）
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。
以
下
略
。」

評
価
機
関
に
つ
い
て

大
学
や
短
期
大
学
な
ど
が
高
等
教
育

の
使
命
を
全
う
し
て
い
る
か
、
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
評
価
す
る

た
め
に
、
文
部
科
学
大
臣
が
認
証
し
た

評
価
機
関
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

短
期
大
学
が
評
価
を
受
け
る
財
団
法
人

短
期
大
学
基
準
協
会
は
、
平
成
十
七
年

一
月
、
認
証
評
価
機
関
と
し
て
認
証
さ

れ
平
成
十
九
年
一
月
末
現
在
三
七
三
校

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

本
大
学
が
評
価
を
受
け
る
財
団
法
人

日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
は
、
平
成
十

七
年
七
月
認
証
評
価
機
関
と
し
て
認
証

さ
れ
、
平
成
十
九
年
九
月
現
在
二
八
〇

大
学
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
の
取
り
組
み

東
京
成
徳
短
期
大
学
は
平
成
十
八
年

六
月
に
認
証
評
価
の
申
し
込
み
を
行
い

ま
し
た
。
六
月
に
「
平
成
十
七
年
度
自

己
点
検
・
評
価
報
告
書
」
を
作
成
。
学

内
に
教
育
研
究
改
善
委
員
会
を
設
け
て

十
一
月
に
「
平
成
十
八
年
度
自
己
点

検
・
評
価
報
告
書
」
作
成
に
着
手
、
準

備
を
行
い
、
平
成
十
九
年
六
月
「
同
報

告
書
」
を
（
財
）
短
期
大
学
基
準
協
会

に
提
出
し
ま
し
た
。
七
月
〜
八
月
に
か

け
て
短
期
大
学
基
準
協
会
が
書
面
調
査

し
、
さ
る
九
月
、
評
価
員
五
名
に
よ
る

訪
問
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
評

価
員
は
短
期
大
学
基
準
協
会
が
全
国
の

短
期
大
学
の
教
職
員
の
中
か
ら
そ
の
都

度
選
定
さ
れ
た
方
々
が
担
当
さ
れ
ま

す
。
本
学
園
の
法
人
役
員
は
じ
め
教
職

員
・
学
生
ま
で
が
十
項
目
に
亘
る
評
価

項
目
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

ま
し
た
。
年
末
に
は
機
関
別
評
価
案
が

作
成
さ
れ
、
内
示
。
平
成
二
十
年
三
月

に
は
評
価
結
果
が
通
知
さ
れ
公
表
さ
れ

る
予
定
で
す
。

大
学
の
取
り
組
み

東
京
成
徳
大
学
は
平
成
十
九
年
九

月
、
財
団
法
人
日
本
高
等
教
育
評
価
機

構
（JIH

E
E

）
に
認
証
評
価
の
申
し
込

み
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
一
月

か
ら
「
自
己
評
価
報
告
書
」
の
作
成
を

開
始
し
、
同
年
六
月
末
日
ま
でJIH

E
E

に
提
出
す
る
予
定
で
す
。
評
価
委
員
に

よ
る
実
地
調
査
は
同
年
十
月
二
日
・
三

日
両
日
行
わ
れ
、
平
成
二
十
一
年
三
月

に
は
評
価
結
果
が
通
知
・
公
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

開
か
れ
た
大
学
へ

第
三
者
評
価
（
認
証
評
価
）
の
状
況

大
学
・
短
期
大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
は
、
当
初
「
大
学
自
ら
点
検
及
び

評
価
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
公
正

な
評
価
を
す
る
た
め
法
律
に
基
づ
く
認
証
評
価
機
関
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
園
で
は
、
ま
ず
短
期
大
学
が
、
つ
い
で
大
学
が
認
証
評
価

を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

十条台キャンパス

八千代キャンパス



二
〇
〇
八
年
度
の
入
試
は
こ
れ
か
ら
本
番
、
一
般
入
試
目
前

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｏ
入
試
や
編
入
者
の
面
接
で
強
い
印

象
を
与
え
て
く
れ
た
数
名
の
受
験
生
の
記
憶
が
鮮
明
で
す
。

一
人
の
女
子
の
受
験
生
は
、
人
々
が
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く

り
出
す
た
め
の
心
理
学
の
技
法
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
よ
う
な

勉
強
が
ど
こ
の
大
学
へ
行
っ
た
ら
で
き
る
か
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
探
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
結
果
、
東
京
成
徳
大
学
の
新
し
い
応
用
心
理
学
部
が
自

分
の
勉
強
を
進
め
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
判
断
し
、

受
験
を
決
心
し
た
と
い
う
の
で
す
。

受
験
生
の
中
に
は
志
望
動
機
を
、
先
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
よ
う
な
文
言
を
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
話
す
こ
と
だ
け
に
苦

心
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の

力
で
調
べ
て
き
た
女
子
学
生
の
答
え
は
、
本
当
に
心
理
学
に
興

味
を
も
っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

と
、
同
時
に
、
私
は
心
を
少
し
引
締
め
ま
し
た
。
私
た
ち
の

研
究
し
、
教
育
し
て
い
る
こ
と
は
、
若
い
人
々
に
よ
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
多
様
な
立
場
か
ら
眺
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
思
い
に
、
緊
張
感
を
あ
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
の
知
名
度
を
高
め
る
戦
略
策
定
に
傾
注
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
す
る
努
力
が
今
年
も
様
々
な

分
野
で
実
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
学
部
は
、
こ
の
三
月
に
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
は
あ
っ
た
が
、「
子
ど
も
学
部
」
の
草
分

け
の
一
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
に
恵
ま
れ
て
一
応
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

短
期
大
学
幼
児
教
育
科
の
伝
統
に
助
け
ら
れ
た
面
も
あ
っ
た

し
、
事
務
職
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
も
感
謝
し
た
い
。

た
だ
、
直
近
の
状
況
は
、
な
か
な
か
に
き
び
し
い
。
高
等
教

育
全
般
の
需
給
の
動
向
に
加
え
、
子
ど
も
学
部
の
一
応
の
成
功

は
、
こ
の
分
野
へ
の
新
規
参
入
の
急
増
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
本
学
の
子
ど
も
学
部
も
、
幸
運
な
揺
籃
期
を
卒

業
し
て
苦
闘
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

で
は
、
苦
難
の
な
か
で
子
ど
も
学
部
が
目
指
す
べ
き
方
向
性

と
は
何
か
。
そ
れ
は
一
言
で
い
っ
て
、
学
部
教
育
の
成
果
の
充

実
で
あ
り
、「
た
し
か
な
」
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
で

あ
ろ
う
。

グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
ト
ア
ト
リ
ビ
ユ
ー
ト
と
い
う
概
念
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
学
部
教
育
の
結
果
と
し
て
の
修
了
者
の

資
質
や
力
量
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

今
日
の
子
ど
も
学
部
が
置
か
れ
た
諸
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
ま

さ
に
こ
の
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
ト
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
の
重
視
こ
そ

が
、
最
優
先
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
当
然
と
い
え
ば
あ
ま
り
に
当

然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
た
し
か
な
資
質
、
力
量
を
身
に
つ
け
た

卒
業
生
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
に
、
ま
た
学

園
に
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

幼
児
教
育
科
が
昭
和
四
十
一
年
に
開
設
さ
れ
て
、
今
年
は
四

十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
に
卒
業
生
は
一
万
四
百
四
名

で
、
卒
業
生
の
大
半
は
卒
業
時
に
は
、
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
保

育
所
の
保
育
士
（
保
母
）
と
し
て
就
職
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
中
に
は
、
定
年
退
職
ま
で
頑
張
っ
て
四
十
年
間
仕

事
を
続
け
た
人
も
い
ま
す
。
一
つ
の
仕
事
を
長
く
続
け
る
こ
と

は
大
変
な
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
さ
ん
も
自

分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
、
長
く
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。最

近
の
幼
児
教
育
科
に
入
学
し
て
く
る
学
生
を
見
て
い
ま
す

と
、
以
前
の
よ
う
に
ど
う
し
て
も
保
育
者
に
な
り
た
い
と
、
卒

業
ま
で
自
分
の
意
思
を
通
す
人
が
少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
こ
の
数
年
間
を
見
て
も
、
保
育
者
に
な
り
た
く
て
入

学
し
て
き
て
い
る
の
に
、
実
習
な
ど
で
注
意
を
受
け
る
と
、
と

た
ん
に
自
信
を
な
く
し
、
進
路
変
更
や
退
学
を
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
困
難
な
問
題
か
ら
逃
げ
出
さ
ず
に
、
努
力
を
し
て
、

自
分
の
目
標
を
達
成
で
き
る
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
得
意
な
も
の
、

（
例
え
ば
ピ
ア
ノ
、
制
作
、
絵
画
、
幼
児
体
育
、
運
動
遊
び
等
）

を
よ
り
深
く
学
び
、
こ
れ
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
い
う
も

の
を
身
に
つ
け
て
幼
稚
園
や
保
育
所
の
現
場
に
出
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
自
分
の
得
意
な
も
の
が
あ
れ
ば

自
信
に
な
り
、
楽
し
ん
で
保
育
の
道
に
進
め
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
特
性
を
生
か
し
た
個

性
あ
る
保
育
者
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
な
に
よ
り
も
一
人
も
退
学
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

―6 ―

魅
力
あ
る
情
報
発
信
の
責
務

臨
床
心
理
学
科
長
　
市
村
　
操
一

子
ど
も
学
部
、
次
の
課
題

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
主
任
　
教
授

永
井
　
聖
二

自
分
の
目
標
（
保
育
者
の
道
）

を
達
成
す
る
た
め
に

短
期
大
学
幼
児
教
育
科
長
　
中
田
　
カ
ヨ
子

責任者の抱負



中
高
一
貫
校
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
も
う
じ
き
十
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
四
期
生
ま
で
が
卒
業
し
、
一
回
り
ま
で

あ
と
二
年
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
や
授
業
と
指
導
の

工
夫
と
改
善
、広
報
活
動
と
入
試
内
容
の
変
化
と
進
化
を
経
て
、

「
伸
ば
す
教
育
」
を
掲
げ
た
中
堅
進
学
校
を
目
標
と
し
て
き
た

十
年
で
し
た
。
今
年
は
そ
の
区
切
り
の
一
年
と
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

次
の
十
年
間
で
は
、
本
校
の
中
高
一
貫
校
と
し
て
の
歴
史
を

構
築
し
て
い
く
と
い
う
強
い
意
識
が
一
番
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
こ
こ
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
プ
ラ
ン
・
方
針
が
実

施
さ
れ
、
よ
り
良
い
方
向
性
を
模
索
し
な
が
ら
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
微
調
整
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
。「
東
京
成
徳

大
学
中
高
一
貫
校
…
あ
ー
、
あ
の
大
学
進
学
は
も
ち
ろ
ん
す
ば

ら
し
い
け
ど
、
生
徒
た
ち
の
表
情
が
と
て
も
豊
か
に
な
り
、
そ

し
て
生
き
生
き
と
し
て
し
ま
う
魔
法
が
あ
る
学
校
ね
…
。」
と

い
う
よ
う
な
表
現
で
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
学
校
が
、
本
学

の
建
学
の
精
神
に
マ
ッ
チ
し
た
理
想
の
将
来
像
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

「
自
分
を
深
め
る
学
習
・
中
高
一
貫
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
や
「
サ

タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
の
情
操
教
育
が
、
今
の
大
変
な
時

代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
一
番
大
切
で
必
要
な
部
分
で
す
。

私
は
、
本
校
の
歴
史
を
よ
う
や
く
積
み
重
ね
始
め
た
時
代
の
一

教
員
と
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、
深
谷
校
の
あ
る
埼
玉
県
北
部
地
区
で
も
、
私

学
の
進
学
実
績
が
公
立
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
の
私

学
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
校
が

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
良
い
生
徒
の
獲
得
を
め
ざ
し

て
必
死
に
募
集
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
深
谷
校
は
「
生
徒
が
主
役
」
の
考
え
方
に

基
づ
き
、生
徒
・
教
職
員
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
明
る
く
楽
し
い
ク
ラ
ス
、
充
実
し
た
授
業
、
活
発
な
部
活
動
」

を
柱
に
、
緑
豊
か
な
環
境
の
中
で
お
お
ら
か
な
心
を
育
み
な
が

ら
、
生
徒
・
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
学
校
で

あ
り
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

期
待
を
寄
せ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
（
７
コ
ー
ス
）
一
期
生

の
結
果
が
ま
も
な
く
出
ま
す
。
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
進
路

指
導
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
各
コ
ー
ス
の
組

織
力
を
強
化
し
、
教
育
環
境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
前
進
あ
る

深
谷
校
を
自
信
を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
年
元
旦
の
初
日
を
浴
び
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

を
こ
め
拝
み
な
が
ら
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
期
待
を
込
め
新
た
に
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。

昨
年
も
同
じ
思
い
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
一
年
、
悲
し
い
出

来
事
も
あ
っ
た
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
ず
っ
と
会
え
ず
に
い
た

友
人
に
二
十
二
年
ぶ
り
に
会
え
た
。人
は
出
会
い
と
別
れ
の
中
、

自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
の
分
岐
点
は
人
を

大
き
く
変
え
る
力
と
な
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、
私
に
は
成

徳
に
師
と
仰
ぐ
方
が
大
勢
い
て
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
幼
稚
園
に

は
一
生
懸
命
共
感
し
て
一
緒
に
歩
ん
で
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
く
れ
る
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
の
代
え
が
た
い
私
の
財
産
と

な
り
自
分
が
日
々
成
長
し
て
い
け
る
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

が
い
つ
も
心
が
け
て
い
こ
う
と
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。

今
を
大
切
に
、
与
え
て
い
た
だ
い
た
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に

生
か
せ
る
努
力
を
し
、
興
味
を
広
げ
て
い
く
事，

良
く
園
児
た

ち
に
「
や
れ
ば
で
き
る
よ
」
と
話
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に

自
分
に
も
言
い
聞
か
せ
て
い
る
呪
文
な
の
で
す
。「
少
量
の
ス

パ
イ
ス
を
生
か
し
、
今
日
よ
り
明
日
、
明
日
よ
り
明
後
日
、
一

歩
と
は
言
わ
な
い
が
、
今
日
の
自
分
よ
り
半
歩
で
も
先
を
歩
い

て
い
た
い
」
と
思
う
。

ど
き
ど
き
、
わ
く
わ
く
思
い
出
多
い
一
年
で
あ
り
た
い
と
願

い
ま
す
。

次
の
十
年

中
高
一
貫
部
（
本
館
）
教
頭
　
中
村
　
雅
一

力
を
合
わ
せ
て

深
谷
高
等
学
校
　
教
頭
　
関
根
　
千
津
子

「
や
れ
ば
で
き
る
よ
！
」

園
児
と
私
へ
の
呪
文

短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
　
教
頭
　
大
武
　
深
雪
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責任者の抱負



六
十
才
の
少
年
を
め
ざ
す

短
期
大
学
言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

樋
口
信
夫

い
つ
も
若
く
あ
り
た

い
。
そ
れ
は
、
物
事
に

感
動
す
る
新
鮮
な
気
持

ち
を
失
わ
な
い
よ
う
に

し
た
い
こ
と
。

好
奇
心
は
旺
盛
で
あ
り
た
い
こ
と
。
夢
が

あ
る
こ
と
。
自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
を

も
つ
こ
と
。
汗
を
流
し
た
い
こ
と
。
よ
く
ば

り
な
こ
と
。
還
暦
・
耳
順
の
今
年
、
め
ざ
す

は
「
六
十
才
の
少
年
」
で
す
・

短
大
言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

の
魅
力
を
世
に
強
く
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

に
尽
力
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

新
た
な
旅
へ
の
第
一
歩

大
学
人
文
学
部
ア
ジ
ア
言
語
文
化
専
攻
　
阿
南
友
亮

今
年
、
年
男
で
あ
る

こ
と
は
昨
年
末
に
言
わ

れ
る
ま
で
気
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
言
わ
れ
て

み
て
初
め
て
一
二
年
前

の
自
分
を
思
い
出
し
、
こ
の
一
二
年
間
の
軌

跡
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
一
二
年
前
と

い
え
ば
丁
度
学
部
を
卒
業
し
、
大
学
院
の
修

士
課
程
に
進
ん
だ
年
で
し
た
。
自
分
の
研
究

対
象
で
あ
る
中
国
を
初
め
て
一
人
で
旅
を
し

た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
旅
や

留
学
を
通
し
て
異
国
を
探
索
す
る
こ
と
に
の

め
り
込
み
、
気
が
つ
い
た
ら
自
分
が
の
め
り

こ
ん
だ
世
界
に
つ
い
て
大
学
で
教
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
こ
の
一
二
年
間

の
感
想
で
す
。

私
の
所
属
す
る
専
攻
で
は
、
毎
年
学
生
が

中
国
や
韓
国
に
乗
り
込
み
、
現
地
で
の
様
々

な
体
験
を
通
じ
て
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長

し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
異
国
探
索
の
旅
に
出

か
け
る
に
は
、
語
学
や
そ
の
国
の
文
化
・
社

会
に
関
す
る
一
定
の
専
門
知
識
を
事
前
に
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

異
国
探
索
の
旅
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
学

生
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
自
分
自
身

も
新
た
な
旅
に
出
か
け
る
た
め
に
、
今
年
も

学
生
と
一
緒
に
中
国
に
つ
い
て
色
々
と
勉
強

し
た
い
と
思
い
ま
す

「
運
」
と
「
人
」
と
の
出
会
い
を
大
切
に

別
館
（
高
等
部
）

望
月
勉

今
年
で
三
回
目
の
年

男
に
な
り
ま
す
。
こ
の

三
六
年
間
を
振
り
返
る

と
、
本
当
に
「
運
」
と

「
人
」
に
恵
ま
れ
て
き
た

な
と
実
感
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
こ
の
一
二

年
間
は
、
結
婚
し
て
四
人
家
族
と
な
り
、
生

活
の
場
も
福
岡→

滋
賀→

岩
手→

東
京
へ
と

変
わ
り
、「
運
」
と
「
人
」
と
の
出
会
い
が

特
に
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

今
年
は
節
目
の
年
で
も
あ
る
の
で
、
一
段

と
気
を
引
き
締
め
、
子
年
ら
し
く
「
神
様
が

十
二
支
を
決
め
よ
う
と
動
物
を
集
め
た
と
き

歩
み
の
遅
い
牛
に
二
、
三
日
前
に
出
発
す
る

よ
う
知
恵
を
与
え
自
分
は
こ
っ
そ
り
牛
の
頭

に
乗
り
込
み
到
着
す
る
と
牛
の
前
に
飛
び
降

り
て
一
番
に
な
っ
た
と
か
・
・
・
」「
運
」

と
「
人
」
と
の
出
会
い
を
大
切
に
一
歩
一
歩

着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
す
ば
し
こ
く
走
り
回
り
た
い

深
谷
高
等
学
校
　
明
石
奈
美
子

大
志
を
抱
い
て
深
谷

に
や
っ
て
き
た
五
匹
の

ね
ず
み
た
ち
（
川
瀬
貴

恵
、
木
村
哲
久
、
小
笠

原
靖
、
立
花
和
美
、
明

石
奈
美
子
）
は
、
多
く
の
先
輩
方
や
生
徒
に

支
え
ら
れ
て
、
あ
っ
ち
で
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
、

こ
っ
ち
で
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
、
気
が
つ
け
ば
早

や
十
数
年
（
新
入
り
ね
ず
み
小
沼
一
弘
は
早

や
一
年
）。
充
実
し
ま
く
り
の
毎
日
だ
。

年
男
・
年
女
の
私
た
ち
は
、
今
年
も
す
ば

し
こ
く
走
り
回
り
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
皆
さ
ん
！
今
年
は
愛
す
る
人
に
沢

山
チ
ュ
ー
を
し
よ
う
。
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
☆

沢
山
の
子
ど
も
達
と
触
れ
合
っ
て
い
き
た
い

幼
稚
園
　
宮
田
純
子

私
が
幼
稚
園
教
諭
を

志
し
た
の
は
中
学
三
年

の
時
、
夏
休
み
に
保
育

園
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
参
加
し
、
子
ど
も
達

か
ら
沢
山
の
笑
顔
を
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。

本
園
に
勤
務
し
て
三
年
目
、
三
歳
児
の
担
任

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
三
歳
児
は

初
め
て
社
会
を
経
験
す
る
場
で
も
あ
り
、
初

め
て
集
団
生
活
を
学
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
す
。

日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
達
の
姿
を
近
く

で
見
守
れ
る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
何
よ
り
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

自
分
の
保
育
の
仕
方
に
悩
ん
だ
り
落
ち
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
せ
ん
せ

い
だ
い
す
き
！
」
と
笑
顔
で
か
け
寄
っ
て
く

れ
る
子
ど
も
達
に
毎
日
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
子

ど
も
達
と
触
れ
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

子
ど
も
達
と
一
日
一
日
を
大
切
に

第
二
幼
稚
園
　
高
橋
悦
子

私
は
幼
稚
園
教
諭
に

な
っ
て
今
年
で
四
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
今
迄

の
、
そ
し
て
今
の
自
分

の
ク
ラ
ス
や
毎
日
一
緒

に
過
ご
し
て
い
る
子
ど
も
達
が
大
好
き
で

す
。そ

う
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
を
助
け
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
沢

山
の
方
々
に
感
謝
し
て
、
少
し
で
も
保
育
者

と
し
て
成
長
し
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
っ

た
保
育
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
常
に
自
分
を
振
り
返
り
、
後
悔
し

な
い
よ
う
に
子
ど
も
達
と
一
日
一
日
を
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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年
男
・
年
女
の
ひ
と
こ
と

年年
男男
・・
年年
女女
のの
ひひ
とと
ここ
とと

年
男
・
年
女
の
ひ
と
こ
と

年
男
・
年
女
の
ひ
と
こ
と

年
男
・
年
女
の
ひ
と
こ
と
戊
子
生
ま
れ
・
壬
子
生
ま
れ
（
男
性
）

甲
子
生
ま
れ
（
女
性
）

年男・年女のひとこと



そ
の
一
「
教
師
を
や
る
気
に
さ
せ
る
の

は
学
生
？
」

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
、
普
通
の
講
義

を
使
っ
て
行
わ
れ
た
こ
ん
な
お
も
し
ろ

い
実
験
が
あ
る
。

学
生
に
こ
っ
そ
り
と
あ
る
時
間
が
来

た
ら
、
講
義
し
て
い
る
先
生
の
顔
を
み

て
、
先
生
の
発
問
に
は
積
極
的
に
挙
手

を
し
、
先
生
の
冗
談
に
は
即
座
に
反
応

す
る
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
指
示
す
る
。

す
る
と
、
先
生
の
ほ
う
も
、
学
生
の
顔

を
見
な
が
ら
、
発
問
の
数
も
増
え
、
講

義
に
の
っ
た
状
態
に
な
る
。
そ
こ
で
、

さ
ら
に
一
定
時
間
が
来
た
ら
、
学
生
に
、

逆
に
講
義
が
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
す

態
度
を
示
す
よ
う
に
指
示
し
て
お
く
。

す
る
と
、
先
生
の
ほ
う
も
、
先
ほ
ど
の

の
っ
た
状
態
か
ら
一
転
し
て
、
講
義
ノ

ー
ト
を
読
み
上
げ
る
よ
う
な
感
じ
の
た

ん
た
ん
と
し
た
授
業
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
そ
う
だ
。

学
生
も
教
師
も
「
の
っ
て
く
る
」
よ

う
な
授
業
の
状
況
が
好
ま
し
い
の
だ

が
、
日
本
の
大
学
は
、
お
お
む
ね
学
生

の
反
応
が
貧
弱
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ほ
う
に
傾
い
て
い

る
。
な
ん
で
講
義
室
で
彼
ら
は
あ
ん
な

に
不
機
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
不
思

議
に
思
う
こ
と
さ
え
あ
る
。

こ
れ
が
日
本
の
大
学
教
員
の
授
業
へ

の
熱
意
や
動
機
づ
け
を
低
め
て
し
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
の
は
、
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
で
あ
る
。
な
さ
け
容
赦
の
な

い
？
評
価
に
講
義
恐
怖
症
に
な
っ
て
し

ま
う
教
員
も
い
る
と
の
話
も
耳
に
す

る
。今

の
と
こ
ろ
、
思
い
つ
く
改
善
の
方

策
の
一
つ
は
、
小
学
校
の
対
話
形
式
の

授
業
で
あ
る
。
大
学
の
授
業
の
モ
デ
ル

に
、「
小
学
校
の
授
業
を
モ
デ
ル
に
」

と
は
や
や
恥
ず
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
随
所
で
の
発
問
、
机
間
巡
視
、
そ

し
て
、
子
ど
も
と
の
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。
さ
ら
に
、
学
生
側
に
既

有
知
識
の
存
在
を
仮
定
し
な
い
授
業
展

開
な
ど
な
ど
。
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で

の
大
学
の
授
業
で
は
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
教
員
の
側
に
ス

キ
ル
も
な
い
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

こ
と
に
対
し
て
な
ん
と
な
く
気
恥
ず
か

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
生

の
側
の
協
力
？
も
必
要
。
と
な
る
と
、

無
理
か
な
ー
。

そ
の
２
「
大
人
に
な
ろ
う
と
し
な
い
ふ

が
い
な
い
若
者
」

見
出
し
は
、
あ
る
心
理
学
者
の
言
説

で
あ
る
。
青
年
期
の
延
長
は
、
近
代
の

産
業
構
造
が
変
化
し
た
こ
と
に
伴
う
先

進
諸
国
で
の
必
然
で
あ
る
と
し
た
上
で

の
こ
う
し
た
巷
間
に
流
布
す
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
的
言
説
の
問
題
点
を
指
摘
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
言

説
に
は
、
日
々
若
者
と
接
し
て
い
る
大

学
教
員
を
得
心
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

彼
ら
を
大
学
生
と
考
え
る
の
で
は
な
く

「
高
校
４
年
生
」
と
し
て
遇
す
れ
ば
よ

い
と
の
話
も
耳
に
す
る
。

五
０
％
を
超
え
た
大
学
進
学
率
の
中

で
、「
大
人
に
な
ろ
う
と
し
な
い
ふ
が

い
な
い
若
者
」
が
ど
れ
く
ら
い
の
割
合

を
占
め
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大

学
が
そ
う
し
た
若
者
の
収
容
？
機
関
と

し
て
の
役
割
を
一
部
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
、
進
学
率

が
あ
が
れ
ば
そ
の
期
待
は
も
っ
と
強
ま

る
。
し
か
し
、
今
の
日
本
の
大
学
教
育

に
よ
っ
て
、「
大
人
と
し
て
自
律
し
た

た
の
も
し
い
成
人
」
へ
と
き
っ
ち
り
と

成
長
さ
せ
て
世
に
送
り
出
せ
る
か
ど
う

か
。
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。

大
学
教
育
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
学

問
を
学
ぶ
こ
と
は
、
そ
う
し
た
成
長
へ

の
強
力
な
力
に
な
っ
て
い
る
は
ず
と
の

思
い
が
大
多
数
の
大
学
教
員
の
中
に
は

あ
る
し
、
そ
れ
が
大
学
教
員
の
仕
事
上

の
誇
り
で
も
あ
る
し
、
使
命
感
の
も
と

で
も
あ
る
。

「
し
か
し
」
で
あ
る
。
最
近
、
そ
の

こ
と
が
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
は
思

え
な
い
こ
と
ば
か
り
に
遭
遇
す
る
こ
と

が
多
い
。
学
問
以
外
の
も
の
、
た
と
え

ば
、
実
務
や
徳
育
、
も
っ
と
広
く
「
人

の
道
」
の
よ
う
な
も
の
で
高
等
教
育
の

内
容
を
構
成
す
る
こ
と
も
あ
り
で
は
な

い
か
と
、
ひ
そ
か
に
思
っ
た
り
も
し
て

い
る
。
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大学教育について最近思うこと

「
大
学
教
育
に
つ
い
て
最
近
思
う
こ
と
」

福
祉
心
理
学
科
長
　
教
育
学
博
士
・
教
授
　
海
保
博
之



第
一
回
人
文
学
部
同
窓
会

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

平
成
九
年
三
月
に
第
一
期
生
が
社
会
に
旅
立
っ
て
か
ら
、
早
く

も
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
学
科
単
位
で
の
同
窓
会
は
開
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
学
部
挙
げ
て
の
同
窓
会
は
初
の
企
画
で
す
。
同
窓
会

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
趣
向
を
こ
ら
し
、
案
内
状
も
な
ん
と
Ａ
４

サ
イ
ズ
・
フ
ル
カ
ラ
ー
で
し
た
。

大
学
の
内
容
も
年
々
充
実
し
、
発
展
を
続
け
る
東
京
成
徳
大
学

を
支
え
る
の
は
「
卒
業
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
で
す
」「
懐

か
し
い
あ
の
笑
顔
に
会
い
に
き
ま
せ
ん
か
」
と
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

十
一
月
十
七
日
、
東
京
品
川

に
聳
え
立
つ
「
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
」
の
国
際

館
パ
ミ
ー
ル
香
雲
に
は
一
期
生

か
ら
十
一
期
生
が
勢
ぞ
ろ
い
、

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
Ｏ
Ｇ
の
方

も
参
加
。

ご
来
賓
の
学
園
後
援
会
佐
々

木
会
長
、
大
学
側
は
木
内
学

長
・
國
分
人
文
学
部
長
・
黒
田

事
務
局
長
、
教
職
員
（
含
ご
退

職
さ
れ
た
方
）
の
方
々
、
招
待

さ
れ
た
在
学
生
な
ど
百
六
十
一

人
が
集
い
ま
し
た
。

藤
本
同
窓
会
会
長
・
木
内
学

長
の
挨
拶
、
國
分
学
部
長
に
よ

る
力
強
い
乾
杯
の
発
声
後
、
歓

談
と
な
り
、
来
賓
・
恩
師
の

方
々
の
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
海
外
旅

行
が
当
た
る
豪
華
抽
選
会
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
、
次
回

の
再
会
を
楽
し
み
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
・
参
加
者

の
方
々
の
感
想
で
す
。

母
校
の
発
展
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
し
た
い

同
窓
会
会
長
　
藤
本
昌
樹

十
一
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ

た
同
窓
会
は
、
現
役
生
、
大
学

職
員
の
方
々
、
ま
た
木
内
秀
俊

学
長
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
多

く
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
多
く
の
同
窓
生
が
、
旧
友

や
恩
師
の
方
と
の
交
流
を
温
め
、

懐
か
し
い
知
人
の
話
に
花
が
咲
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
時
間
を
多
く
の
同
窓
生
で
共
有
し
、
母
校
の
発
展
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
同
窓
会
へ
の
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
静
岡
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
科
講
師
、
臨
床
心
理
士
・
学
校
心
理

士
・
社
会
福
祉
士
。
福
祉
心
理
学
科
一
期
生
）

恩
師
に
感
謝
し
、
学
友
の
大
切
さ
を
痛
感

井
上
由
美
子

私
が
卒
業
し
て
か
ら
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
働
き
始
め
て
改
め

て
、
仕
事
の
枠
を
超
え
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た

先
生
方
に
感
謝
し
、
学
生
時
代
に
で
き
た
友
達
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
次
回
の
同
窓
会
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
法
人
寧
幸
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
蕨
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
勤

務
。
英
語
・
英
米
文
化
学
科
四
期
生
）

今
の
自
分
を
励
ま
し
、
誇
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

櫻
井
（
金
子
）
真
由
美

同
窓
会
に
参
加
し
て
、
懐
か
し
い
先
生
方
、
友
達
に
会
え
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
先
生
方
は
八
年
前
に
卒
業
し
た
私
た
ち
を

温
か
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
在
学
中
も
研
究
室
に
気
さ
く
に

呼
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。ま
た
、

今
で
は
全
く
違
う
道
を
歩
ん
で
い
る
友
達
に
、
こ
の
機
会
に
会
え

た
こ
と
も
今
の
自
分
を
励
ま
し
、
誇
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
同
窓
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。（
英
語
・
英
米
文
化
学
科
四
期
生
）

感
動
の
数
時
間
！
同
窓
会
役
員
の
皆
様
に
感
謝

牛
田
弓
子

大
学
初
の
同
窓
会
！
感
動
の
数
時
間
！
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
卒
業
以
来
会
っ
て
い
な
か
っ
た
友
達

や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
一
緒
に
行
っ
た
仲
間
、
な
か
な
か
お
会
い

す
る
機
会
が
な
い
先
生
方
、
本
当
に
沢
山
の
方
と
再
会
を
喜
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
同
窓

会
役
員
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。
こ
の
出
会
い
を
大

切
に
、
ま
た
い
つ
の
日
か
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
寺
内
金
属
株
式
会
社
勤
務
。
英
語
・
英
米
文
化
学
科
四
期
生
）

「
安
堵
」、「
感
無
量
」。
今
後
新
企
画
を
創
造
し
て
い
き
た
い

同
窓
会
常
任
理
事（
広
報
）

山
口
高
志

会
を
無
事
終
え
、「
安
堵
」
が
正
直
な
私
の
気
持
ち
で
す
。
何

も
な
い
状
態
で
、
手
探
り
で
一
つ
一
つ
を
決
め
て
い
た
時
は
、
本

当
に
皆
様
が
集
ま
る
か
ど
う
か
非
常
に
不
安
で
し
た
。
し
か
し
同

窓
会
創
設
よ
り
企
画
を
温
存
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
実
現
に
は

ひ
と
し
お
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
、
会
場
に
は
溢

れ
ん
ば
か
り
の
卒
業
生
、
先
生
方
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
感
無
量

で
す
。
こ
れ
を
大
き

な
バ
ネ
に
、
同
窓
会

の
パ
イ
プ
を
更
に
太

く
し
、
新
し
い
企
画

を
創
造
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
お
忙
し
い
な
か

ご
参
加
い
た
だ
き
、

ま
た
多
く
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た

先
生
方
、
職
員
の
皆

様
に
は
深
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（
株
）
東
京
第
一
教
育
旅

行
支
店
勤
務
。
英
語
・
英

米
文
化
学
科
二
期
生
）
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活躍する卒業生

ひ
と
ひひ
とと
ひ
と
ひ
と
ひ
と
活
躍
す
る
卒
業
生



八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
翠
樟
祭
が
開

催
さ
れ
た
十
月
二
十
八
日
、
大
講
義
室

に
お
い
て
人
文
学
部
奥
山
け
い
子
教
授

の
基
調
講
演
「
な
ぜ
男
女
共
同
参
画
が

必
要
か
」、
つ
い
で
学
生
七
名
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
日
本
伝
統
文
化

学
科
の
木
村
美
琴
さ
ん
、
佐
藤
貴
伸
さ

ん
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

八
千
代
市
や
ち
よ
男
女
共
生
プ
ラ
ン

懇
話
会
委
員
の
奥
山
教
授
は
、
内
閣
府

が
平
成
十
九
年
七
月
〜
八
月
に
か
け
て

実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
世
論
調
査
」
や
平
成
十
八
年
十
二

月
の
「
女
性
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ニ
ン
グ
支

援
に
関
す
る
調
査
」
な
ど
の
詳
細
な
デ

ー
タ
を
紹
介
・
解
説
さ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー

に
対
し
「
な
ぜ
、
男
女
共
同
参
画
が
必

要
か
」
を
問
題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
就
職
時
の
問
題
」、「
出
産
・
育
児
の

時
の
問
題
」、「
結
婚
し
て
か
ら
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
家
事
の
分
担
」
な
ど
課
題
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
大
命
題
に
対
し
、
現
実
に
は

「
社
会
構
造
を
変
え
て
い
か
ね
ば
」「
男

女
共
同
参
画
社
会
の
壁
が
あ
る
」、
反

対
に
「
男
女
の
壁
は
な
い
、
自
信
を
も

っ
て
生
き
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
意
見
、

「
自
分
で
正
直
に
生
き
る
に
は
」「
自
分

ら
し
く
生
き
る
に
は
」
な
ど
の
切
実
、

か
つ
具
体
的
な
問
題
が
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
必
ず
し
も
女
性
の
希
望
通
り
に
い

か
な
い
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
若
い
学
生
の
方
々
が
ま
ず

問
題
意
識
を
も
っ
て
「
社
会
人
」
に
な

る
前
か
ら

一
歩
一
歩

行
動
・
実

践
す
る
こ

と
が
必
要

な
の
で
は

な
い
で
し

ょ
う
か
。
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男女共同参画セミナー

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
若
者
発
！
自
分
ら
し
く
い
き
た
ぁ
〜
い
」

主
催
　
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
（
千
葉
・
市
原
・
葛
南
地
区
）

千
葉
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
　
、「
若
者
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画
」
実
行
委
員
会

奥
山
教
授
の
総
括

そ
の
人
ら
し
く

生
き
て
い
く
た
め

に
自
分
が
す
べ
き

こ
と
、
人
が
支
え

る
こ
と
は
何
な
の

か
、
千
葉
大
、
千

葉
商
科
大
、
和
洋
女
子
大
、
そ
し
て

本
学
か
ら
参
加
し
た
パ
ネ
ラ
ー
の
学

生
た
ち
は
真
剣
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ま
じ
め
さ
は
、
男
女
ま
っ
た
く

変
わ
り
ま
せ
ん
。
翠
樟
祭
の
折
で
も

あ
り
、
県
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
広
報

の
お
陰
で
、
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
集
い
、
意
見
が
積
極
的
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
幅
の
広
さ
が
、

男
女
共
同
参
画
の
課
題
の
大
き
さ
と
、

解
決
策
の
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

木村美琴さん、佐藤貴伸さん

男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
制
度
の
あ
ゆ
み

も
う
死
語
と
な
り
か
け
ま
し
た
が
、

戦
前
は
「
男
尊
女
卑
」
と
い
う
言
葉
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
参
政
権
す
ら
な
か

っ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で
す
。

男
女
同
権
か
ら
一
歩
進
ん
で
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
昭
和
六
十
年
に
制
定

さ
れ
、
平
成
九
年
に
改
正
さ
れ
て
か
ら

十
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
に
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
の
促
進
に
関
す
る
基
本

的
施
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
条
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

用
語
の
定
義
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
第

三
条
以
降
で
は
「
男
女
の
人
権
尊
重
」

「
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣
行
に
つ

い
て
の
配
慮
」「
政
策
等
の
立
案
及
び
決

定
へ
の
共
同
参
画
」「
家
庭
生
活
に
お
け

る
活
動
と
他
の
活
動
と
の
両
立
」
な
ど

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
責
務
・

地
方
公
共
団
体
の
責
務
・
国
民
の
責

務
・
法
律
上
の
処
置
な
ど
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
は
、
国
際
的
協
調
の
下
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。

基
本
施
策
を
、
国
を
あ
げ
て
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
に
は
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。



【
就
職
課
】（
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
）

今
年
の
新
卒
採
用
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
企

業
の
業
績
拡
大
で
人
手
不
足
感
が
高
ま
り

採
用
活
動
の
早
期
化
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

学
生
は
昨
年
に
続
き
追
い
風
が
吹
く
就
職

活
動
と
な
り
ま
し
た
。
新
卒
大
学
生
に
対

す
る
求
人
倍
率
は
二
・
一
倍
と
な
り
一
五

年
ぶ
り
に
二
倍
台
を
回
復
し
ま
し
た
。

本
学
四
年
生
の
就
職
内
定
率
は
、
十
二

月
現
在
で
昨
年
に
比
べ
て
七
〜
八
％
高
い

ペ
ー
ス
の
走
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
業
種

別
で
は
、
例
年
と
同
じ
く
卸
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
・
福
祉
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
Ｉ
Ｔ
業
界
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

堅
実
な
就
職
意
識
を
持
ち
、
着
実
に
活

動
し
た
学
生
は
、
ほ
ぼ
全
員
内
定
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
特
定
の
職
業
に
過

度
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
学
生
な
ど
は
、
内

定
獲
得
が
困
難
な
状
況
は
昨
年
と
変
化
な

い
よ
う
で
す
。

第
一
回
「
保
護
者
会
」
を
開
催

台
風
一
過
、
翠
樟
祭
の
二
日
目
・
一
〇

月
二
八
日
（
日
）
に
保
護
者
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
三
一
名
の
保
護
者
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
就
職
活
動
の
説

明
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
後
、
教
職
員
と
の
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
後
日
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
頂
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
来
年
以

降
更
に
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
別
講
座

本
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
特
別
講
座
」
は
、
六
分
野
の
各

講
座
と
も
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
順
調

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
果
の
多
く
は

今
年
後
半
か
ら
来
年
度
に
実
現
し
ま
す
が
、

十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
旅
行
業
務
の
国
家

資
格
に
八
名
の
学
生
が
合
格
し
ま
し
た
。

【
学
生
生
活
課
】（
十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
）

一
、
短
大
の
就
職
状
況

本
年
度
の
一
般
企
業
へ
の
就
職
状
況
は

昨
年
度
並
み
に
好
調
に
推
移
し
、
現
在
、

就
職
内
定
率
は
、
言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
科
で
は
七
五
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
心

理
科
で
は
八
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

未
内
定
の
学
生
た
ち
も
ま
だ
積
極
的
に
就

職
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

幼
児
教
育
科
で
は
例
年
、
保
育
職
・
一

般
企
業
へ
の
就
職
・
進
学
を
含
め
て
卒
業

生
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
進
路
を
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
卒
業
生
の
八
０
パ
ー
セ
ン

ト
超
が
保
育
職
と
し
て
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

保
育
職
の
就
職
活
動
は
秋
以
降
が
本
番
で
、

学
生
た
ち
は
現
在
一
生
懸
命
就
職
活
動
に

打
ち
込
み
、
健
闘
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
も
良
い
結
果
を
出
せ
そ
う
で
す
。

本
学
で
は
一
般
企
業
・
保
育
系
共
に
教

職
員
一
丸
と
な
り
、
一
年
生
後
期
か
ら
き

め
細
か
く
進
路
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

二
、
子
ど
も
学
部
就
職
状
況

子
ど
も
学
部
第
一
期
生
の
進
路
が
決
ま

り
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
学
部
で
は
四
分

の
一
が
一
般
企
業
、
残
り
が
教
職
を
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

一
般
企
業
で
は
子
供
服
・
玩
具
・
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
等
の
子
供
関
連
企
業
の
他

に
、
保
険
・
不
動
産
・
ア
パ
レ
ル
・
民
営

化
後
の
郵
政
関
連
事
業
会
社
等
へ
の
内
定

を
得
て
い
ま
す
。

教
職
関
連
で
は
、
公
立
幼
稚
園
・
保
育

園
、
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
内
定
を

得
た
学
生
も
出
て
お
り
、
学
生
の
就
活
は

熱
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。
ま
た
国
立
大
学

の
大
学
院
合
格
者
も
二
名
出
て
い
ま
す
。

子
ど
も
学
部
で
は
、
三
年
生
前
期
は

「
職
業
適
性
論
」
な
ど
の
講
義
・
演
習
を
通

し
て
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
を

指
導
、
後
期
か
ら
は
、
よ
り
き
め
細
か
く

実
践
的
に
進
路
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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就
職
状
況

就就
職職
状状
況況

就
職
状
況

就
職
状
況

就
職
状
況

青山商事㈱

曙ブレーキ㈱

㈱伊藤園

エスエス製薬㈱

オイレス工業㈱

㈱大塚商会

㈱小田急トラベル

㈱オンワード樫山

鹿島建設㈱

（福）共生会

近畿日本ツーリスト㈱

㈱クレディセゾン

㈱群馬銀行

三和シャッター工業㈱

ジェイアンドエス保険サービス㈱

㈱重松製作所

（医）思誠会　勝田台病院

㈱すかいらーく

（医）聖母会　聖マリア記念病院

㈱セレスポ

㈱そごう

千葉県警察

㈱千葉興業銀行

東栄信用金庫

東急リゾート㈱

東京地下鉄㈱

東光電気工事㈱

㈱トーカイ

㈱トーモク

トリンプ・インターナショナル・ジャパン㈱

㈱西川

日本ハウズイング㈱

㈱白洋舎

東日本電信電話㈱

日立キャピタル㈱

㈱ビックカメラ

（福）八千代翼友福祉会

（福）千葉県社会福祉事業団

㈱ブルーグラス

㈱ベネッセスタイルケア

㈱ミキハウス

みずほフィナンシャルグループ

三菱UFJトラストビジネス㈱

㈱メデカジャパン

メルキュールホテル成田

㈱ヤマダ電機

リゾートトラスト㈱

りそなグループ

（福）ロザリオの聖母会

㈱ワコール

短大

株式会社伊勢丹

株式会社オンワード樫山

近畿日本ツーリスト株式会社

北野建設株式会社

城南信用金庫

株式会社JTB首都圏

東京ベイ有明ワシントンホテル株式会社

株式会社なとり

日本アンテナ株式会社

マルイグループ

株式会社三菱東京UFJ銀行

ユニチカ株式会社

りそなグループ

大田区（保育士）

習志野市（保育士）

練馬区（保育士）

東京成徳短期大学附属幼稚園・附属第二幼稚園

白梅幼稚園

上尾幼稚園

富士見台幼稚園

みぬま幼稚園

大宮幼稚園

篠崎保育園

鎌倉保育園

杉の子学園保育所

子ども

石川玩具株式会社

株式会社ジェイネットコーポレーション

第一生命保険会社

東京建物アメニティサポート（不動産管理）

日本トイザらス株式会社

はるやま商事株式会社

マイナミアミューズメント株式会社

ミキハウス株式会社

郵便局株式会社

郵便事業株式会社

ユニコムグループホールディングス株式会社

ライフサポート株式会社

株式会社ルネサンス

北区保育所

新宿区（保育士）

葛飾区福祉職員

和光市役所

飛鳥すみれ幼稚園

こみね幼稚園

しろがね幼稚園

白うめ幼稚園

東京成徳短期大学附属幼稚園

ひかり学園

府中白百合第二幼稚園

吹上幼稚園

過去３年間の主な就職先５０社・園

過去３年間の主な就職先５０社

就職状況
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大学院

心
理
学
研
究
科
長
教
育
学
博
士
・
教
授

杉
原
一
昭

私
は
こ
の
四
十
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な

子
ど
も
と
つ
き
あ
い
、
子
ど
も
の
本
当

の
姿
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
八

〇
年
代
か
ら
子
ど
も
が
引
き
起
こ
す
事

件
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
経
緯
と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
考
究
し
た
。

一
、
ど
う
変
わ
っ
た
か

成
績
優
秀
な
子
ど
も
が
自
分
の
肉
親

を
殺
害
す
る
と
い
う
三
つ
の
事
例
を
紹

介
し
、「
普
通
の
人
が
こ

ん
な
こ
と
を
し
た
ら
生
き

て
い
け
な
い
」「
私
に
は

ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な

い
」
と
思
っ
た
。
こ
れ
ら

の
事
件
は
「
事
件
固
有
の

理
由
が
あ
る
」「
特
殊
だ

が
一
般
的
で
も
あ
る
」
。

よ
っ
て
三
人
は
あ
る
意
味

で
時
代
の
先
駆
者
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
は
じ
め

か
ら
親
を
殺
す
よ
う
な
子

ど
も
は
生
ま
れ
な
い
。
犯

人
捜
し
は
や
め
よ
う→

み

ん
な
が
被
害
者
、
親
を
殺

し
た
子
ど
も
も
、
殺
さ
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況

に
追
い
込
ま
れ
た
被
害
者

で
あ
る
。
親
族
殺
し
は
ア

マ
ゾ
ン
の
部
族
が
滅
び
る

条
件
の
一
つ
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
と
憂
慮
す
る
次
第
。

二
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か

問
題
は
重
大
だ
が
、
単
純
・
・
・
・
。

バ
ー
チ
ャ
ル
（
虚
構
）
な
世
界
と
現
実

な
世
界
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

あ
る
い
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
が
現
実

の
先
に
あ
る
。
例
え
ば
、
閉
眼
接
指

（
目
を
閉
じ
て
、
両
手
の
中
指
を
接
触

さ
せ
る
）
の
成
功
率
は
、
こ
の
四
十
年

間
で
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
昔
は
で

き
た
の
に
、
今
は
で
き
な
い
子
ど
も
の

方
が
は
る
か
に
多
い
。
田
中
ビ
ネ
ー
知

能
検
査
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
指
先
の

（
感
覚
運
動
的
）
活
動
の
発
達
は
遅
れ
、

こ
と
ば
の
発
達
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
。

イ
メ
ー
ジ
（
頭
の
中
に
う
か
ぶ
も
の
）

→

こ
と
ば
（
概
念
）
と
い
う
感
覚
運
動

的
活
動
が
逆
転
し
、
発
達
逆
転
現
象
が

起
き
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出
現

に
よ
り
、
人
間
が
今
ま
で
想
像
も
で
き

な
か
っ
た
レ
ベ
ル
迄
、
思
考
・
言
葉
が

発
達
し
た
と
言
え
る
。

例
え
ば
「
死
」
の
意
味
（
概
念
）
が

混
乱
し
て
い
る
。「
死
」
の
現
実
の
前

に
「
死
」
の
イ
メ
ー
ジ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）

が
発
達
す
る
。「
自
殺
ご
っ
こ
」
事
件

で
は
、
小
・
中
学
生
三
名
が
「
前
世
を

見
た
い
」
と
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
そ
れ

を
実
行
し
た
。「
シ
ナ
リ
オ
」（
こ
と
ば
）

に
行
動
（
自
殺
）
を
従
わ
せ
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。「
死
」
は
寝
る
こ
と
と

同
じ
、「
死
」
は
終
わ
り
で
は
な
い
。

リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
で
生
き
返
る
と
い
う

大
変
危
険
な
連
想
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

三
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

解
決
は
簡
単
で
あ
る
。
感
覚
運
動
、

五
感
、
実
体
験
を
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
昭

和
四
五
年
に
上
梓
さ
れ
た
「
五
官
育
児

法
」
国
分
義
之
、
平
成
十
七
年
に
上
梓

さ
れ
た
「
身
体
知；

身
体
が
教
え
て
く

れ
る
こ
と
」
内
田
樹
・
三
砂
ち
づ
る
氏

ら
の
著
書
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
手

足
を
使
う
実
際
の
体
験
（
昔
な
が
ら
の

遊
び
・
動
物
飼
育
・
植
物
栽
培
・
実
際

の
人
間
関
係
）→

テ
レ
ビ
や
本
、
体
を

使
い
、
戸
外
で
、
友
だ
ち
と
遊
ぶ→

テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
対
面
会
話
・
や
り
と
り

→

そ
れ
が
メ
ー
ル
と
い
う
よ
う
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。

子
ど
も
に
メ
ー
ル
を
や
め
さ
せ
る
の

も
一
案
で
あ
る
。

四
、「
援
助
的
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

私
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
四
十
年
間

や
っ
て
き
た
。
以
前
は
三
歳
〜
六
歳
児

を
対
象
に
九
泊
十
日
の
幼
児
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
、
流
水
の
沢
登
り
を
一
キ
ロ
も

行
っ
た
。
最
初
は
泣
き
出
す
子
も
昇
り

始
め
る
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
無
口
で

真
剣
と
な
り
達
成
感
を
味
わ
う
と
自
信

が
つ
き
、
ま
た
や
り
た
い
と
意
欲
が
わ

く
。現

在
は
学
園
の
研
修
施
設
戸
隠
グ
リ

ー
ン
で
、
小
中
学
生
を
対
象
に
五
泊
六

日
の
合
宿
を
行
っ
て
い
る
。
十
九
年
夏

は
幼
稚
園
児
、
自
閉
症
、
ダ
ウ
ン
症
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
知
能
障
害
児
八
名
を
含
み

四
十
四
名
が
参
加
し
た
。

「
自
分
を
、
相
手
を
、
物
を
傷
つ
け

な
い
」
と
い
う
三
つ
の
約
束
、
決
ま
り

以
外
は
何
を
し
て
も
自
由
で
あ
る
。
今

の
子
ど
も
は
偏
食
が
多
い
。
朝
の
バ
イ

キ
ン
グ
で
ご
飯
に
醤
油
を
か
け
た
だ
け

の
子
も
い
た
。
そ
の
子
が
野
菜
を
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
早
く
と
言
わ
れ

な
く
て
も
時
間
通
り
に
生
活
で
き
る
よ

う
な
奇
跡
の
数
々
も
あ
る
。

基
礎
は
「
こ
と
ば
」
で
は
な
い
。
生

身
の
人
と
人
と
の
ぶ
っ
か
り
合
い
、
そ

こ
で
い
ろ
い
ろ
な
能
力
が
育
つ
。（
身

体
知
）
指
示
対
象
と
の
つ
な
が
り
が
最

重
要
で
あ
る
。

身
に
つ
く
力
と
し
て
「
が
ん
ば
る
力
」

（
達
成
感
、
耐
性
）、
自
信
（
や
れ
ば
で

き
る
）、
生
活
力
（
身
体
知
）
を
し
っ

か
り
体
得
さ
す
の
が
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

の
意
図
で
あ
る
。

○
十
月
二
十
七
日
、
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
な
わ
れ
た
市
民
対
象
の
公
開
講
座
（
本

学
主
催
・
八
千
代
市
後
援
）
の
内
容
を
要

約
し
た
も
の
で
す
。

平
成
十
九
年
度
臨
床
心
理
士

資
格
試
験
　
抜
群
の
合
格
率

二
十
六
名
合
格

昨
年
度
末
に
試
験
結
果
が
発
表
に
な

っ
た
。
全
体
で
は
二
十
六
名
が
合
格
、

平
成
十
八
年
度
修
了
生
は
九
十
一
％
と

い
う
高
い
合
格
率
で
あ
っ
た
。

公
開
講
座
「
子
ど
も
事
件
簿
の
異
変
」

大学院

▲キャンプ風景
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人文学部

昨
年
十
月
二
十
一
日
〜
二
十
三
日
の

三
日
間
、
第
十
三
回
全
国
盲
導
犬
使
用

者
交
流
会
「
千
葉
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
盲
導
犬
使
用
者

の
方
々
が
一
般
の
方
々
と
同
じ
よ
う
な

生
活
体
験
を
し
、
具
体
的
な
障
壁
の
解

消
を
す
る
機
会
と
し
て
開
か
れ
て
い
ま

す
。
初
日
は
千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
研
修
会
、
二
日
目
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ホ
テ
ル

で
宿
泊
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で

の
交
流
会
、
三
日
目
は
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
、
海
ほ
た
る
で
の
交
流
会
と
盛

り
沢
山
の
内
容
で
す
。

全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
々
の
た

め
、
東
京
駅
・
千
葉
駅
・
空
港
な
ど
に

は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
出

迎
え
、
乗
り
換
え
に
万
全
の
誘
導
を
さ

れ
ま
し
た
。

福
祉
心
理
学
科
で
は
宮
本
教
授
・
今

中
准
教
授
・
朝
木
助
教
が
引
率
し
、
二

年
生
の
研
修
の
場
と
し
て
初
日
の
お
手

伝
い
を
致
し
ま
し
た
。
駅
か
ら
の
誘
導
、

受
付
＆
ク
ロ
ー
ク
、
会
場
内
の
誘
導
な

ど
、
は
じ
め
て
盲
導
犬
と
接
す
る
学
生

が
ほ
と
ん
ど
だ
け
に
細
心
の
注
意
が
必

要
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
生
の
感
想
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

受
付
＆
ク
ロ
ー
ク
係
を
担
当
し
て

福
祉
心
理
学
科
　
二
年
　
西
口
ま
り

ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
視
覚
障
害
者

の
方
と
接
す
る
時
の
姿
勢
の
難
し
さ
で

す
。
普
段
晴
眼
の
方
と
話
す
時
は
、
眼

と
眼
を
合
わ
せ
て
、
身
振
り
手
振
り
を

つ
け
れ
ば
難
な
く
言
葉
が
伝
わ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
視
覚
障
害
者
の
方
と
話

す
時
は
目
線
も
動
作
も
通
じ
な
い
の

で
、
最
初
の
内
は
「
な
ぜ
、
伝
わ
ら
な

い
の
だ
ろ
う
」
と
戸
惑
っ
て
ば
か
り
で

し
た
。
重
要
な
こ
と
は
「
ま
ず
声
を
出

す
こ
と
」
視
覚
障
害
者
の
方
は
、
音
で

周
囲
の
状
況
を
認
識
し
て
い
る
の
で

「
で
き
る
限
り
大
き
な
声
で
は
っ
き
り

と
話
し
か
け
る
」
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。
そ
の
際
は
「
あ
ち
ら
」「
こ
ち
ら
」

「
あ
の
」「
こ
の
」
な
ど
の
言
葉
は
絶
対

に
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
晴
眼
の
人
は
、
何
気
な

く
眼
か
ら
多
く
の
情
報
を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
も
同
時
に
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
触
覚
」
も
大
変
重
要
で
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
す
と
い
う
行

為
の
中
で
も
、
ま
ず
手
に
軽
く
触
れ
て

か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
す
と
す
ん
な

り
受
け
取
っ
て
く
れ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
中
身
が
墨
字
か
点
字
、
な
に
が
書

か
れ
て
い
る
か
な
ど
の
説
明
も
必
要
で

し
た
。
視
覚
障
害
者
の
方
々
は
、
視
覚

以
外
の
残
存
機
能
を
フ
ル
に
活
用
さ
れ

て
い
る
の
で
ス
ゴ
イ
と
感
じ
ま
し
た
。

授
業
で
「
声
や
音
を
出
す
こ
と
が
大
事
」

と
習
い
ま
し
た
が
、
現
場
で
そ
の
重
要

性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
立
習
志
野
高
等
学
校
出
身
（
千
葉
県
）

福
祉
心
理
学
科
　
全
国
盲
導
犬
使
用
者
交
流
会
に
学
ぶ

大学

本
学
で
は
学
生
の
夢
の
実
現
を
お
手

伝
い
す
る
た
め
に
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

特
別
講
座
」
を
昨
年
開
設
し
、
今
年
は

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
に
七
人
、

総
合
に
一
人
の
合
格
者
を
出
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
外
国
人
留
学
生
の
陳
木
花
さ

ん
が
初
回
挑
戦
で
見
事
に
合
格
し
ま
し

た
。
こ
の
資
格
を
生
か
し
て
、
陳
木
花

さ
ん
が
活
躍
さ
れ
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

試
験
」
に
合
格
し
て

人
文
学
部
国
際
言
語
文
化
学
科

ア
ジ
ア
言
語
文
化
専
攻
中
国
コ
ー
ス

二
年
　
陳
　
　
木
花

私
は
も
と

も
と
旅
行
が

好
き
な
こ
と

も
あ
り
大
学

で
「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
特

別
講
座
」
を
通
し
て
、
試
験
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
講
座
は
日

本
語
だ
け
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

内
容
も
日
本
の
旅
行
業
務
や
約
款
に
関

す
る
こ
と
な
の
で
、
最
初
は
理
解
で
き

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
本
当
に
た
く
さ

ん
の
質
問
を
先
生
に
し
ま
し
た
。
先
生

た
ち
は
一
つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
答

え
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
面
倒
見
が
よ

く
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
し
た
。
八
月
に

は
特
別
演
習
、
合
宿
が
あ
り
、
こ
の
時

は
勉
強
に
つ
い
て
い
く
の
が
と
て
も
大

変
で
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
復
習

が
き
ち
ん
と
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
日
本
語
が
話
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
プ
ラ
ス
の
専
門
知
識
、
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
難
し
い

総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
を
め
ざ
し

て
、
好
き
な
観
光
に
関
す
る
知
識
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

湖
北
省
咸
守
衛
生
専
門
学
校
出
身
（
中
国
）

国
際
言
語
文
化
学
科
　
留
学
生

資
格
取
得
「
日
本
の
国
家
試
験
」
合
格

大学

▲大会初日研修会

▲受付風景

▲受付

依
田
真
由
美
さ
ん
は
、
本
学
三
年
次

在
学
中
に
四
０
０
字
×
六
〇
枚
の
作
品

「
乙
女
チ
ッ
ク
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
を

僅
か
二
週
間
で
書
き
上
げ
見
事
第
八
九

回
「
コ
ス
モ
ス
新
人
賞
」
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
ま
た
、
嬉
し
い
便

り
が
大
学
に
届
き
ま
し
た
。
第
一
七
回

「
全
日
本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
絵
画
大
賞
」

に
写
実
部
門
と
し
て
水
彩
画
で
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
見
事
入
選
さ
れ
た
の
で
す
。

タ
イ
ト
ル
は
「
百
合
の
花
を
抱
く
女
形
」

で
二
月
七
日
か
ら
一
八
日
ま
で
東
京
六

本
木
の
国
立
新
美
術
館
に
展
示
さ
れ
ま

す
。依

田
さ
ん
の
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
で

す
。「
と
に
か
く
嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
、

天
に
昇
る
気
持
ち
と
い
う
の
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
言
う
の
か
と
思
い
ま
し

た
。」東

京
成
徳
大
学
高
等
学
校
出
身
（
東
京
都
）

国
際
言
語
文
化
学
科
　
九
期
生
（
平
成
十
七
年
卒
）

依
田
さ
ん
の
快
挙

大学



子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に

基
づ
い
た
問
題
解
決
の
研
究
を

子
ど
も
学
科
講
師
　
半
田
勝
久

近
年
、
い
じ
め
が
主
な
要
因
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
死
を
選
択
す
る
ケ

ー
ス
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
社
会
事
象
を
大
き
な
問
題
と

捉
え
、
国
レ
ベ
ル
・
地
域
レ
ベ
ル
・
学

校
レ
ベ
ル
に
お
い
て
子
ど
も
に
関
す
る

相
談
・
救
済
制
度
の
整
備
が
急
務
と
さ

れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
相
談
・
救
済
活
動
に
お
い

て
は
、
子
ど
も
の
特
性
・
固
有
性
に
寄

り
添
っ
た
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

の
基
底
を
な
す
考
え
は
、
そ
う
し
た
活

動
が
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ど

の
場
面
に
も
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
っ

た
解
決
方
法
、
す
な
わ
ち
、
お
と
な
が

解
決
を
あ
て
が
う
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
主
体
の
解
決
、
子
ど
も
特
有
の
解
決

を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
制
度
に
か
か
わ
る
お
と
な

の
課
題
は
、
子
ど
も
の
傷
つ
い
た
気
持

ち
を
受
け
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
と
は
何
か
を

と
も
に
考
え
、
子
ど
も
自
身
が
元
気
に

な
れ
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
れ
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

お
と
な
の
視
点
と
し
て
で
は
な
く
、
子

ど
も
自
身
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
い
か
に
整
備
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

子
ど
も
学
の
視
座
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
制
度
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う

制
度
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
面
接
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と

い
う
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
と
い
う
視
点
か
ら
の
福
祉

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
は
、
子
ど

も
自
身
が
ど
の
よ
う
に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
子
ど
も
の

側
に
た
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
研
究

が
期
待
さ
れ
る
。
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子ども学部

「
子
ど
も
学
」
と
は
（
リ
レ
ー
連
載
笳
）

子ども学部

子
ど
も
学
部
で
は
従
来
一
年
次
に
行

っ
て
き
た
韓
国
研
修
旅
行
を
十
九
年
度

は
中
国
に
変
え
ま
し
た
。
北
京
五
輪
を

目
前
に
、
中
国
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
天
津
大
学
の
ご
高
配
で
大

学
の
ド
ミ
ト
リ
ー
に
三
泊
、
北
京
飯
店

に
二
泊
と
い
う
五
泊
六
日
の
研
修
で
し

た
。
三
年
生
は
米
国
西
海
岸
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
へ
五
泊
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

へ
三
泊
と
い
う
密
度
の
濃
い
研
修
で
し

た
。

研
修
旅
行
を
終
え
て

子
ど
も
学
部
１
年
　
山
中
美
友
紀

中
国
で
過
ご
し
た
６
日
間
は
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
思
い
出
深
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
天
津
大
学
付
属
の
幼
稚
園

や
小
学
校
の
見
学
で
は
、
日
本
と
は
ま

た
違
っ
た
中
国
の
教
育
現
場
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
る
こ
と
も
出
来
て
、
貴
重
な
経
験
だ

っ
た
と
実

感
し
て
い

ま
す
。

四
日
目

以
降
は
北

京
へ
移
動

し
、
実
際

に
万
里
の

長
城
を
始

め
と
す
る

歴
史
的
建

造
物
の
数
々
を
訪
れ
、
日
本
文
化
の
元

に
も
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
中
国
文
化
に

も
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
で
過
ご
す
中
で
中
国
語
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
先
生
に
簡
単
な
会
話
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、
友
人
と
声
に
出
し

て
練
習
し
た
り
し
た
こ
と
が
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
六
日
間
で
し
た

が
、
実
に
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
私

は
今
回
の
研
修
旅
行
を
通
し
て
、
こ
れ

か
ら
は
子
ど
も
の
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
普
段
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
中
国
で
の
経
験
を
、
何
ら
か
の
形

で
生
か
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

県
立
成
田
国
際
高
等
学
校
出
身
（
千
葉
県
）

ア
メ
リ
カ
で
の
貴
重
な
体
験

子
ど
も
学
部
３
年
　
高
嶋
円

今
回
の
海
外
研
修
で
私
は
初
め
て
ア

メ
リ
カ
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
本
当
に
新
鮮
で
驚

か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
様
々
な
施
設
や
観
光
名
所
な
ど
を

訪
問
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
強
く
心
に

残
っ
た
の
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立

大
学
で
の
受
講
体
験
で
し
た
。
レ
ー

ナ
・
ダ
ー
ル
教
授
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ

の
幼
児
教
育
政
策
」
と
、
ウ
ェ
ン
デ

ル
・
ハ
ン
ナ
教
授
に
よ
る
「
幼
児
の
た

め
の
音
楽
教
育
」
と
題
す
る
講
義
で
し

た
。
実
際
に
大
学
の
先
生
方
の
講
義
を

受
け
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
幼
児
教
育

の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
な

が
ら
、
日
本
の
幼
児
教
育
と
の
違
い
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
す
る
手
遊
び
や
運
動

遊
び
で
は
先
生
の
動
き
を
見
て
、
私
た

ち
も
一
緒
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
も
の

を
観
て
触
れ
て
、
と
て
も
充
実
し
た
十

日
間
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
進
路
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
立
越
谷
南
高
等
学
校
出
身
（
埼
玉
県
）

研
修
旅
行
体
験
記

子ども学部

い
じ
め
の
件
数

連
日
報
道
さ
れ
る
い
じ
め
に
起

因
す
る
悲
惨
な
事
件
、
文
部
科
学

省
の
調
査
に
よ
る
と
二
０
０
六
年

度
の
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
一
二

四
、
八
九
八
件
も
あ
り
ま
し
た
。

学
年
別
に
見
る
と
中
学
一
年
生
が

最
も
多
く
、
性
別
で
は
男
子
が
五

三
％
、
女
子
が
四
七
％
で
し
た
。



―16 ―

短期大学

幼
児
教
育
科
の
保
育
研
修
会
が
十
一

月
十
七
日
（
土
）
に
本
学
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
研
修

会
は
毎
年
一
回
、
卒
業
生
の
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
及
び
社
会
的
貢
献
を
主
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
当
日
は
学

長
先
生
は
じ
め
ご
来
賓
の
先
生
方
を
お

迎
え
し
、
卒
業
生
や
現
場
の
保
育
者
、

本
学
の
学
生
な
ど
多
く
の
参
加
者
が
集

い
ま
し
た
。
二
十
一
回
目
と
な
る
今
年

度
は
「
こ
ど
も
の
未
来
・
保
育
の
輝
き
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
午
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
演
、
午
後
に
保

育
の
現
場
で
課
題
と
な
る
子
ど
も
や
保

護
者
へ
の
対
応
、
保
育
技
術
の
指
導
な

ど
６
つ
の
分
科
会
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
分
科
会
で
は
講
師
の
熱
意
あ
る
指

導
の
も
と
活
発
な
議
論
や
楽
し
い
実
技

の
実
践
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
有
意
義
な
研
修
会
で

あ
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
と
分
科
会
の
内
容
を
研
修
会

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
紹
介
い
た
し
ま

す
。

一．

講
演
「
子
ど
も
が
育
つ
お

も
ち
ゃ
の
栄
養
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
ッド・ト
イ
委
員
会
理
事

多
田
純
也

お
も
ち
ゃ
は
そ
の
国
の
文
化
水
準
を

あ
ら
わ
す
と
も
い
わ
れ
、
お
も
ち
ゃ
は

大
人
が
ど
れ
だ
け
子
ど
も
の
こ
と
を
ま

じ
め
に
考
え
て
い
る
か
を
あ
ら
わ
す
リ

ト
マ
ス
紙
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
子
ど

も
に
「
遊
び
の
栄
養
価
」
の
高
い
お
も

ち
ゃ
を
選
ぶ
こ
と
と
は
、
心
の
栄
養
が

必
要
と
い
う
、「
心
の
食
育
論
」
を
大

切
に
す
る
視
点
と
同
じ
で
す
。
子
ど
も

の
成
長
に
不
可
欠
な
お
も
ち
ゃ
や
遊
び

を
手
が
か
り
に
子
ど
も
の
育
ち
、
保
育

の
喜
び
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

二．

分
科
会
Ａ
「
気
に
な
る
子

ど
も
の
対
応
に
つ
い
て
」

本
学
非
常
勤
講
師

柿
澤
榮
美

国
立
秩
父
学
園

可
児
和
子

【
柿
澤
】
気
に
な
る
子
ど
も
が
示
す
行

動
（
多
動
、
パ
ニ
ッ
ク
、
こ
だ
わ
り
、

集
中
力
の
短
さ
、
衝
動
性
、
簡
単
な
ル

ー
ル
を
守
れ
な
い
な
ど
の
社
会
性
の
問

題
行
動
な
ど
）
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
を

参
加
者
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
考
え
た

い
。【
可
児
】
座
っ
て
い
る
の
が
苦
手

な
子
ど
も
。
無
理
に
座
ら
せ
よ
う
と
パ

ニ
ッ
ク
に
な
る
、
そ
ん
な
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
の
子
ど
も
の
気

持
ち
は
「
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」

「
他
の
事
が
気
に
な
る
」
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
困
っ
て
い
る
子
ど
も
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
て
対
応
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

三．

分
科
会
Ｂ
「
気
に
な
る
保

護
者
の
対
応
に
つ
い
て
」

初
音
丘
学
園
理
事
長

渡
邉
眞
一

本
学
教
授

安
見
克
夫

【
渡
邉
】
子
育
て
支
援
は
「
子
ど
も
が

育
つ
支
援
」
で
あ
り
「
親
が
育
つ
た
め

の
支
援
」
で
す
。
子
育
て
は
わ
が
子
と

親
と
先
生
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
子
ど
も
と

共
に
育
つ
親
、
そ
し
て
先
生
（
保
育
者
）

で
あ
り
た
い
…
。
さ
て
、
気
に
な
る
保

護
者（
親
）の
対
応
は
い
か
に
…
。【
安

見
】
少
子
化
と
急
速
な
社
会
変
化
の
中

で
、
近
年
保
護
者
か
ら
の
苦
情
や
要
求

に
、
保
育
者
が
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
些
細
な
こ
と
で
も
両
親
や
父
親
が

園
に
出
向
き
、
思
わ
ぬ
事
件
に
発
展
す

る
ケ
ー
ス
や
保
護
者
同
士
が
い
が
み
合

う
な
ど
、
園
と
家
庭
、
地
域
の
育
ち
合

い
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
践
事
例
を

持
ち
寄
り
、
解
決
策
や
保
護
者
へ
の
対

応
の
あ
り
方
な
ど
を
ゲ
ス
ト
の
先
生
と

一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

四．

分
科
会
Ｃ
「
子
ど
も
の
心
を

つ
か
む
ア
イ
デ
ィ
ア
遊
び
」

東
京
家
政
大
学
准
教
授

花
輪
充

遊
ぶ
こ
と
と
は
（
創
意
工
夫
の
極

み
）
と
で
も
表
現
し
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
大
人
の
区
別
な
く
、

第
二
十
一
回
保
育
研
修
会
　
テ
ー
マ
「
こ
ど
も
の
未
来
・
保
育
の
輝
き
」

短大

▲右渡邉理事長　左本学安見教授

〈
と
き
め
き
〉
や
〈
ひ
ら
め
き
〉
の
機

会
を
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
し
て
く
れ
る
の

が
遊
び
な
の
で
す
。
Ｃ
分
科
会
で
は

〈
遊
び
の
発
火
点
の
見
極
め
方
〉
か
ら

は
じ
ま
り
、〈
膨
ら
ま
せ
方
〉〈
発
展
の

さ
せ
方
〉
ま
で
、
体
験
的
に
学
習
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。〈
身
〉

一
つ
あ
れ
ば
な
ん
だ
っ
て
出
来
る
！

〈
想
い
〉
一
つ
あ
れ
ば
最
高
に
楽
し
い

時
間
が
創
れ
る
！
そ
の
こ
と
を
参
加
者

の
み
な
さ
ん
に
は
思
い
切
り
体
感
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

五．

分
科
会
Ｄ
「
自
分
で
描
く

か
ん
た
ん
イ
ラ
ス
ト
」

本
学
専
任
講
師

杉
本
亜
鈴

み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
か
わ
い
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
た
ち
。
し
か
し
同
じ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ば
か
り
描
い
て
し
ま
う
子
ど
も

や
著
作
権
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
魅
力
を
解
析

す
る
と
と
も
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

六．

分
科
会
Ｅ
「
こ
と
ば
の
魅

力
・
こ
と
ば
の
魔
力
」

松
庵
保
育
園
園
長

橋
爪
邦
子

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
話
語
り

は
心
育
て
」
不
思
議
の
世
界
が
大
好
き

な
子
ど
も
達
に
、
あ
な
た
の
声
で
あ
な

た
の
お
話
を
届
け
ま
し
ょ
う
。
お
話
語

り
と
い
う
種
が
鳳
仙
花
の
よ
う
に
次
々

と
は
じ
け
て
、
あ
ち
こ
ち
に
根
付
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
お

話
語
り
の
花
を
み
ん
な
で
咲
か
せ
ま
し

ょ
う
。

七．

分
科
会
Ｆ
「
ひ
と
あ
じ
違

う
お
も
ち
ゃ
の
レ
シ
ピ
」

ク
ラ
フ
ト
作
家

黒
須
和
清

図
工
な
ん
か
嫌
い
！
だ
っ
て
私
っ
て

不
器
用
だ
し
…
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る

あ
な
た
。
こ
ん
な
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の

世
界
が
あ
る
の
を
知
っ
て
ま
す
か
？
と

っ
て
も
簡
単
で
よ
く
動
い
て
お
も
し
ろ

い
。
こ
の
究
極
の
レ
シ
ピ
だ
け
マ
ス
タ

ー
す
れ
ば
、
工
作
好
き
の
子
が
ど
ん
ど

ん
増
え
ま
す
。
あ
な
た
は
も
う
工
作
名

人
。

▲本学杉本講師

▲「子どもの心をつかむアイデア遊び」
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「
徳
」
は
新
し
い
地
平
線
を
拓
く

時
代
の
コ
ン
セ
プ
ト

九
月
の
初
め
か
ら
十
月
末
に
か
け

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科
の
卒
業
生
が
就

職
し
て
い
る
企
業
五
〇
数
社
の
人
事
部

採
用
担
当
者
の
方
々
を
個
別
に
訪
問

し
、
懇
談
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

「
う
ち
の
学
生
を
受
け
容
れ
て
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
職
場
で
お
役
に
立

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。」
と
切
り
出

し
ま
す
と
、「
は
い
っ
！
　
明
る
く
、

素
直
で
、
お
お
ら
か
な
と
こ
ろ
が
い
い

で
す
よ
ね
。
仕
事
は
み
ん
な
で
成
し
遂

げ
る
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
よ
。

だ
か
ら
先
輩
か
ら
信
頼
さ
れ

て
・
・
・
、
伸
び
ま
す
よ
ね
」。
と
多

く
の
方
々
か
ら
良
い
お
話
を
伺
え
ま
し

た
。ま

た
、
五
〇
数
社
の
な
か
に
、
銀
行

二
行
と
信
用
金
庫
一
社
が
入
っ
て
い

て
、
三
人
の
採
用
担
当
者
の
方
々
か
ら

次
の
よ
う
な
同
じ
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。「
私
達
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ

と
は
、
お
客
様
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
、
な
ん
で
す
。
相
続
の
ご
相

談
に
応
じ
た
り
す
る
時
、
法
律
の
知
識

な
ど
も
必
要
で
す
が
、
な
に
よ
り
も
お

客
様
の
求
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
き
ち

ん
と
理
解
し
て
、
誠
意
を
も
っ
て
お
応

え
す
る
。
お
客
様
か
ら
感
謝
さ
れ
た
と

き
の
喜
び
を
仲
間
と
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
る
。
素
晴
ら
し
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
成
徳
の
学
生
さ
ん
は
地
味
で

す
け
ど
知
識
だ
け
で
は
な
く
大
切
な
も

の
を
学
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す

よ
。」
と
。

ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科
は
、
心
理
学
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
処
理
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
な
ど
実
務
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
出
来
る
学
科
で
す
が
、
外
か
ら
、

企
業
か
ら
見
て
い
る
と
、「
成
徳
＝
徳

を
成
す
」
の
理
念
が
学
科
を
支
え
て
い

る
よ
う
な
構
図
が
浮
か
び
、
オ
ー
ラ
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
経

営
学
に
お
い
て
も
、「
徳
」
は
新
し
い

地
平
線
を
拓
く
時
代
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

今
回
の
訪
問
先
は
、
東
京
・
埼
玉
・

千
葉
に
本
社
を
置
く
企
業
で
し
た
が
、

も
う
少
し
神
奈
川
な
ど
他
の
県
に
も
拡

げ
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
人
材
を
企
業
に
お
願
い
す
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
の
三
人
の
教
員

に
よ
る
こ
の
調
査
結
果
を
フ
ル
に
活
用

し
、
適
材
適
所
の
言
葉
通
り
、
学
生
の

志
望
先
の
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
か
ら
見
た
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科

短大

言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
教
授

秋
山
秀
一

短
大
で
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

海
外
研
修
旅
行
「
ア
ジ
ア
地
理
の
旅
」

で
は
、
今
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
、
韓
国
、

香
港
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
を
訪
れ
「
地

理
の
目
」
を
も
っ
て
、
実
際
に
街
歩
き

や
自
然
の
中
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
メ
イ
ン
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
体
験
し
た
様
々
な
こ
と
が
、

卒
業
後
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

平
成
一
九
年
度
は
、
香
港
が
英
国
か

ら
中
国
へ
返
還
さ
れ
て
十
周
年
目
の
年

と
な
る
こ
と
か
ら
、
香
港
を
メ
イ
ン
の

行
き
先
と
し
て
、
実
施
し
ま
し
た
。

香
港
政
府
観
光
局
の
後
援
も
得
て
、

事
前
研
修
も
行
い
ま
し
た
が
、
あ
く
ま

で
も
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

最
重
要
に
考
え
て
行
い
ま
し
た
。
実
施

時
期
は
夏
季
休
業
中
の
九
月
中
旬
の
六

日
間
の
日
程
で
、
国
内
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
の
試
験
日
の
翌
日
に
出
発
日
を

設
定
し
ま
し
た
。

香
港
に
は

様
々
な
顔
が

あ
り
ま
す
。

ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
湾
で
眺

め
た
夜
景
、

自
然
た
っ
ぷ

り
の
ラ
マ
島

ハ
イ
キ
ン
グ

や
集
落
め
ぐ

り
、
ビ
ー
チ

滞
在
な
ど
、
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で

描
い
て
い
た
香
港
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

と
実
際
の
姿
と
の
ち
が
い
を
認
識
し
、

こ
こ
で
も
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う

で
す
。

開
園
二
周
年
を
迎
え
た
香
港
デ
ィ
ズ

ー
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
投

入
で
よ
み
が
え
っ
た
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

の
不
思
議
な
街
マ
カ
オ
に
も
行
く
な
ど

密
度
の
濃
い
研
修
旅
行
で
し
た
。

十
一
月
に
な
っ
て
、
す
ぐ
、
嬉
し
い

知
ら
せ
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
」
の
試

験
に
、
言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
の
学
生
九
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

難
関
の
国
家
試
験
で
あ
り
、
短
大
の
学

生
の
合
格
率
で
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
雪
辱

を
は
ら
し
た
二
名
の
二
年
生
。
そ
し
て

七
名
の
一
年
生
は
、
観
光
の
勉
強
を
は

じ
め
て
半
年
で
の
合
格
。
授
業
の
中
で

の
集
中
的
な
指
導
が
実
を
結
ん
だ
こ
と

に
本
学
ス
タ
ッ
フ
も
大
喜
び
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
後
輩
の
学
生
も
こ
の
勢

い
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科
の
「
観
光
コ
ー
ス
」
は
、
ま
す
ま
す

充
実
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
受
験
生

が
集
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

本
学
の
特
徴
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

精
神
と
広
い
視
野
を
も
っ
た
観
光
人
の

育
成
。
資
格
も
国
家
試
験
だ
け
で
な
く
、

「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士
」、「
ホ
テ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検
定
」
な
ど
、
観
光
関

連
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
・
日
本

文
化
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
充
実
し
て
い

ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
観
光
」

の
良
さ
で
す
。

国
家
資
格
の
「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
」
試
験
に
短
大
言
コ
ミ
学
生
九
名
合
格

短大

「
ア
ジ
ア
地
理
の
旅
」
返
還
さ
れ
て
十
周
年
の
香
港
に

短大

▲世界の名所香港の夜景

▲香港の歴史を見続けてきた時計塔

平
成
十
八
年
の
国
内
旅
行
者
数
は

約
四
・
二
億
人

東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
十

八
年
に
東
京
都
を
訪
れ
た
外
国
人
は
約

四
八
一
万
人
（
七
・
一
％
増
）、
国
内
旅

行
者
は
約
四
・
二
億
人
（
三
・
七
％
増
）

と
順
調
な
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。
訪

都
旅
行
者
が
都
内
に
及
ぼ
す
生
産
波
及

効
果
及
び
雇
用
効
果
は
九
・
四
兆
円

（
七
・
四
％
増
）
・
五
三
万
人
（
五
・

六
％
増
）
で
す
。
内
外
国
人
旅
行
者
に

よ
る
も
の
は
七
千
四
百
四
十
六
億
円

（
一
七
・
六
％
増
）
・
四
・
二
万
人
（
一

九
・
二
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
九
・
四
兆
円
は
、
都
内
生
産
額

の
五
・
七
％
（
０
・
四
％
増
）
に
及
ん

で
い
ま
す
。
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中高一貫部

去
る
十
二
月
十
三
日
午
後
、
独
立
行

政
法
人
国
際
交
流
基
金
の
招
聘
で
来
日

さ
れ
て
い
る
二
十
五
ヵ
国
・
二
十
七
名

の
方
々
が
本
館
（
中
高
一
貫
部
）
を
訪

れ
ま
し
た
。
ご
一
行
は
十
二
月
六
日
に

来
日
さ
れ
、
十
八
日
ま
で
の
十
三
日
間

で
東
京
・
広
島
・
京
都
な
ど
を
訪
れ
、

日
本
の
教
育
事
情
を
視
察
、
文
部
科
学

省
や
東
京
都
教
育
委
員
会
の
レ
ク
チ
ャ

ー
を
受
け
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
を
見
学
す
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
す
。
東
京
の
高
校
で
は
日
比
谷

高
等
学
校
と
本
校
を
訪
問
・
見
学
さ
れ

ま
し
た
。

本
校
で
は
木
内
校
長
、
中
村
本
館
教

頭
、
国
際
交
流
委
員
会
渡
辺
委
員
長
、

本
館
英
語
科
茂
原
主
任
が
お
客
様
の
応

対
に
あ
た
り
ま
し
た
。
木
内
校
長
は

「
昨
日
み
な
さ
ん
が
訪
れ
た
日
比
谷
高

等
学
校
は
、
か
つ
て
は
東
京
大
学
へ
の

入
学
者
が
日
本
一
で
あ
っ
た
。
最
近
挽
回

し
て
い
ま
す
が
東
京
大
学
へ
の
入
学
者
の

上
位
校
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
が
占

め
て
い
る
」
と
私
立
学
校
の
教
育
内
容
の

充
実
ぶ
り
を
説
明
。
東
京
成
徳
の
歴
史
、

教
育
内
容
の
特
色
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
あ
い
に
く
授
業
が
な
い
日
で
し
た

の
で
、
生
徒
の
一
日
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
紹
介
し

た
後
、
中
村
教
頭
他
教
員
が
校
舎
の
施
設

を
六
階
か
ら
順
に
ご
案
内
。

武
道
場
で
は
男
子
剣
道
の
練
習
中

で
、
み
な
さ
ん
生
徒
の
迫
力
あ
る
竹
刀

さ
ば
き
に
び
っ
く
り
、
体
育
館
で
は
日

本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
校
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
練
習
風
景
、
そ
の

ス
ピ
ー
ド
に
感
服
！

日
本
庭
園
の
あ
る
和
室
で
は
「
こ
う

や
れ
ば
正
座
で
き
る
の
か
な
」
と
ト
ラ

イ
す
る
先
生
も
。
ヴ
ェ
リ
タ
ス
ホ
ー
ル

や
情
報
図
書
館
の
素
晴
ら
し
い
設
備
に

は
感
嘆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
校
内
見
学

後
の
質
疑
応
答
で
は
予
定
を
一
時
間
も

超
え
る
白
熱
ぶ
り
、
最
後
に
中
村
教
頭

が
「
み
な
さ
ん
に
お
伺
い
し
た
い
。
日

本
は
少
子
化
の
た
め
生
徒
募
集
に
大
変

な
努
力
を
し
て
い
る
が
、
生
徒
募
集
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
学
校
の
方
は
挙
手
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
問
う
と
、
挙
手
は

わ
ず
か
に
四
〜
五
名
。
英
国
の
教
員
の

方
が
や
は
り
日
本
と
同
じ
よ
う
に
生
徒

募
集
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
い
う
答
え

で
し
た
。

ご
一
行
は
こ
の
見
学
の
成
果
に
大
満

足
の
ご
様
子
、
最
後
に
み
な
さ
ん
の
署

名
入
り
の
感
謝
の
色
紙
を
い
た
だ
い
た

位
で
す
。

国
際
交
流
基
金
の
ご
配
慮
に
感
謝

し
、
日
本
の
学
校
の
教
育
方
針
が
各
国

の
教
育
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

二
十
五
ヵ
国
の
中
学
・
高
校
教
職
員
団
が
来
校
　
国
際
交
流
基
金
の
招
聘
で

中高一貫部

▲校内の説明

▲和室で正座

▲ヴェリスタホール見学

▲木内校長あいさつ

○
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金

（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）

世
界
各
国
が
日
本
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
国
際
的
相
互
理
解
を
深
め

る
た
め
一
九
七
二
年
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
諸
外
国
と
の
文
化
交
流
の
拡

大
を
め
ざ
す
、
日
本
の
文
化
外
交
を

担
う
中
心
的
組
織
で
す
。
二
０
０
三

年
に
独
立
行
政
法
人
と
な
り
、
事
業

が
時
代
の
要
請
に
一
層
効
率
的
且
つ

有
効
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
大
規
模

な
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
「
文
化
芸
術
交

流
」「
海
外
に
お
け
る
日
本
語
教
育
」

「
日
本
研
究
・
知
的
交
流
」「
情
報
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

○
世
界
の
人
口
と
日
本
の
少
子
化

世
界
の
人
口
は
現
在
六
十
六
億
五

千
万
人
を
超
え
、
一
日
で
二
十
万
人
、

一
年
で
八
千
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
米
国
勢
調
査
局
、
国
連
統
計
の
デ
ー
タ
か

ら
推
測
）

日
本
の
人
口
は
一
億
二
千
七
百
七

十
七
万
人
。
毎
日
二
九
七
五
人
が
生

ま
れ
、
二
九
九
二
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。（

平
成
十
八
年
総
務
省
＆
厚
労
省
）

各
国
ご
と
の
人
口
数
で
は
中
国
が

世
界
の
人
口
の
約
二
０
％
を
占
め
断

然
一
位
、
イ
ン
ド
が
二
位
、
ア
メ
リ

カ
は
三
位
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ｅ
Ｕ

二
七
ヵ
国
合
計
で
四
億
九
千
万
人
い

ま
す
が
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
合
計
の

約
二
０
％
で
す
。

日
本
は
第
十
位
で
す
が
、
年
々
総

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
だ
け
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
思
い
切
っ
た
政

策
で
出
生
率
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。



―19 ―

別館高等部

今
年
八
月
、
Ｕ
19
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
ラ
ク
ロ
ス
世
界

大
会
が
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
、
本
校
か

ら
は
Ｕ
19
日
本
代
表
と
し
て
３
Ｃ
水
戸

理
恵
さ
ん
と
６
｜
２
石
井
美
帆
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。
二
人
と
も
ま
だ
17
歳

で
し
た
が
、
飛
び
級
で
日
本
代
表
に
選

抜
さ
れ
、
本
大
会
で
は
水
戸
さ
ん
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
戦
に
お
い
て
最
優
秀
選

手
賞
、
石
井
さ
ん
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
戦

と
イ
ラ
コ
イ
連
邦
戦
の
２
試
合
で
最
優

秀
選
手
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
活
躍
を

し
ま
し
た
。
大
会
の
成
績
は
４
勝
１
敗

で
世
界
第
５
位
。
個
人
成
績
の
ス
コ
ア

リ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
で
は
、
水
戸
さ
ん
が

世
界
第
５
位
。
石
井
さ
ん
が
世
界
第
10

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
で
活

躍
で
き
る
実
力
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

ラ
ク
ロ
ス
部
Ｕ
19
世
界
大
会
で
の
活
躍

別館高等部

十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
三

〇
分
、
全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
東
京
都

予
選
の
準
決
勝
が
始
ま
っ
た
。

東
京
成
徳
vs
つ
ば
さ
総
合
。
本
校
サ

ッ
カ
ー
部
は
望
月
監
督
を
迎
え
て
四
年

目
の
ま
だ
若
い
チ
ー
ム
。
そ
の
実
績
は

昨
年
や
っ
と
都
大
会
に
進
む
こ
と
が
出

来
た
程
度
だ
。
し
か
し
、
今
年
は
違
う
。

こ
こ
に
進
む
ま
で
、
強
豪
保
善
高
校
、

堀
越
学
園
等
を
次
々
と
撃
破
し
、
堂
々

と
こ
の
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。
鮮
や

か
な
緑
の
芝
生
が
目
に
染
み
る
グ
ラ
ン

ド
は
、
東
京
成
徳
の
選
手
た
ち
を
大
き

く
輝
か
せ
、
ま
さ
に
準
決
勝
に
ふ
さ
わ

し
い
演
出
を
し
て
い
る
。
ス
タ
ン
ド
を

見
れ
ば
、
東
京
成
徳
生
八
〇
〇
人
、
保

護
者
、
教
員
、
Ｏ
Ｂ
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ク

ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
等
二
〇
〇
人
、
計

一
〇
〇
〇
人
の
大
応
援
団
が
紫
の
メ
ガ

ホ
ン
片
手
に
集
結
し
て
い
る
。
試
合
開

始
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
と
同
時
に
、
本
校
自

慢
の
応
援
委
員
会
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
ベ
ン
チ
入
り

で
き
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
員
た
ち
が

中
央
で
音
頭
を
と
り
始
め
た
。
そ
れ
に

あ
わ
せ
、
大
応
援
団
一
〇
〇
〇
人
の
声

援
は
、
空
を
引
き
裂
か
ん
ば
か
り
に
西

が
丘
の
杜
に
木
霊
し
た
。
そ
の
「
東
京

成
徳
コ
ー
ル
」
に
応
え
、
選
手
は
す
ば

ら
し
い
プ
レ
ー
を
連
発
し
た
。
２
｜
０
、

無
情
の
終
了
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
り
、
残

念
な
が
ら
敗
退
。
し
か
し
す
ば
ら
し
い

試
合
で
あ
っ
た
。
選
手
と
応
援
団
が
一

体
と
な
り
、
こ
れ
こ
そ
が
東
京
成
徳
！

を
思
わ
せ
る
幸
せ
な
時
間
で
あ
っ
た
。

あ
り
が
と
う
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
そ
し
て

東
京
成
徳
生
！

よ
く
や
っ
た
、
サ
ッ
カ
ー
部

西
が
丘
に
響
き
渡
っ
た
東
京
成
徳
コ
ー
ル

別館高等部

▲世界の舞台で活躍する水戸理恵さん

▲西が丘競技場での準決勝戦



さ
る
十
一
月
二
十
二
日
（
木
）
本
校

恒
例
の
大
会
が
熊
谷
運
動
公
園
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
及
び
荒
川
河
川
敷
堤
防
上

の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
生
徒
が
最
後
ま
で
走
り
抜
く
強

い
意
志
を
培
う
と
共
に
体
力
の
保
持
・

増
進
を
意
図
し
て
い
ま
す
。
四
名
の
教

員
を
含
め
八
九
一
名
が
、
男
子
は
十
一

キ
ロ
、
女
子
は
八
キ
ロ
を
走
り
ぬ
き
ま

し
た
。
他
に
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
制

限
時
間
や
距
離
の
ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
た

生
徒
が
黄
や
赤
の
た
す
き
を
つ
け
参

加
、
見
学
の
生
徒
も
、
給
水
の
補
助
・

中
間
点
・
ゴ
ー
ル
で
の
補
助
を
担
当
し

ま
し
た
。

十
二
月
二
十
一
日
（
金
）
に
全
校
集

会
の
場
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
男

子
は
一
〇
位
ま
で
、
女
子
は
三
〇
位
ま

で
の
生
徒
が
壇
上
に
あ
が
り
、
大
澤
校

長
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
共
に
賞
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
で
平
素
鍛

え
て
き
た
生
徒
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
壇
上
か
ら
降
り
て
く
る
生
徒

は
み
な
誇
ら
し
げ
な
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
す
！

三
年
　
塚
越
洋
平

昨
年
は
、
惜
し
く
も
二
位
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
た

の
で
、
今
年
は
一
位
を
と
る
こ
と
だ
け

を
考
え
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動

を
引
退
し
て
か
ら
は
、
受
験
勉
強
の

日
々
で
、
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
の

で
大
変
で
し
た
。

当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点

か
ら
激
し
い
争
い
で
し
た
が
、

走
っ
て
い
る
途
中
す
れ
違
う

人
達
や
仲
間
に
応
援
さ
れ
た

こ
と
が
、
と
て
も
支
え
に
な

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
ど
う

も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
分
は
こ
の
大
会
で
い
ろ
い

ろ
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
先
、
様
々
な
事
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
一
、
二

年
生
も
こ
れ
か
ら
大
い
に
努

力
を
積
み
重
ね
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
深
谷
市
立
深
谷
南
中
学
校
出
身
）

最
後
ま
で
諦
め
ず
連
続
優
勝
！

二
年
　
石
川
裕
美

一
年
の
時
優
勝
し
て
い
る
の
で
、
今

年
の
大
会
も
優
勝
す
る
こ
と
を
考
え
て

走
り
ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
間
は
と
て

も
辛
く
、
苦
し
か
っ
た
で
す
。
そ
ん
な

時
す
れ
違
う
先
輩
や
友
達
、
た
く
さ
ん

の
人
の
声
援
の
お
陰
で
、
強
い
気
持
ち

で
最
後
ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
走
り
ぬ
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
自
信
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、

辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
立
ち
向
か
っ
て
い
け
ば
必
ず
何
か
大

き
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
何
事
に
も
全

力
で
立
ち
向
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
深
谷
市
立
　
川
本
中
学
校
出
身
）

九
月
十
五
日
（
土
）
〜
十
六
日
（
日
）

に
か
け
て
「
超
特
急
成
徳
深
谷
四
三
号
」

の
テ
ー
マ
の
下
、
桐
蔭
祭
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
青
春
を
成
徳
深
谷
で
走
り
抜
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」、「
生
徒
た
ち
は
催
し
物
や
発
表
・

展
示
な
ど
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
楽
し
め

る
内
容
に
す
べ
く
努
力
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。」
と
大
澤

校
長
。

そ
の
紹
介
通
り
、
本
館
前
に
は
モ
ザ

イ
ク
の
壁
画
「
世
界
の
名
画
」
が
お
出

迎
え
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
飲
食
「
食
べ

る
・
飲
む
」
の
喫
茶
や
模
擬
店
が
三
０

ヵ
所
、
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
な
ど
の
「
遊

ぶ
」
企
画
が
三
六
ヵ
所
、
更
に
作
品
展

示
や
Ｆ
ア
リ
ー
ナ
で
の
ラ
イ
ブ
や
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
・
ダ
ン
ス
部
に
よ
る

演
技
が
披
露
さ
れ
た
「
見
る
・
聞
く
」

と
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。

桐
蔭
祭
見
学
を
か
ね
て
進
学
相
談
に

こ
ら
れ
た
親
子
も
多
く
、
深
谷
名
物
の

「
煮
ぼ
う
と
う
」
も
出
品
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
も
大
好
評
で
し
た
。

桐
蔭
祭
有
志
実
行
委
員
会
二
七
名
、

生
徒
会
執
行
部
八
名
と
、
ま
さ
に
全
校

の
叡
智
と
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
企
画
さ

れ
た
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
来
場
者
も
二
一

０
０
名
を
超
え
る
新
記
録
と
な
り
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
見
事
に
報

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
　
持
久
走
大
会
開
催
さ
れ
る

深谷高校
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深谷高等学校

蜻ビーナスの誕生　　　　　　▲最後の晩餐

第
四
三
回
　
桐
蔭
祭
ま
す
ま
す
盛
大
に

深谷高校



―21 ―

幼稚園・第二幼稚園

十
一
月
二
十
九
日
、
ヴ
ェ
リ
タ
ス
ホ

ー
ル
に
お
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
本
園
の
母
親
コ
ー
ラ
ス

「
り
ん
ご
の
木
」
が
初
の
お
目
見
え
、

「
み
ん
な
で
歌
お
う
ク
リ
ス
マ
ス
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
園
児
た
ち
も
い
っ
し
ょ

に
合
唱
し
、
大
い
に
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
は
園
児
た
ち
の
お
母
様
方
の

横
の
連
携
を
強
め
よ
う
と
大
武
教
頭
が

提
案
し
て
昨
年
五
月
八
日
に
発
足
し
ま

し
た
。
幼
稚
園
の
正
門
の
一
番
近
く
に

あ
る
り
ん
ご
の
木
に
ち
な
ん
で
「
り
ん

ご
の
木
」
と
命
名
さ
れ
、
ま
さ
に
り
ん

ご
の
花
が
咲
く
こ
ろ
に
ス
タ
ー
ト
、
り

ん
ご
の
実
が
な
る
時
期
に
デ
ビ
ュ
ー
し

た
の
で
す
。
東
京
成
徳
短
大
で
声
楽
を

指
導
さ
れ
て
い
る
榎
本
太
麻
子
先
生

（
非
常
勤
講
師
・
二
期
会
所
属
）
の
熱

心
な
ご
指
導
の
お
陰
で
、
月
一
回
の
練

習
に
も
拘
わ
ら
ず
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
年
少
組
か
ら
年

長
組
ま
で
の
お
母
様
一
五
名
の
メ
ン
バ

ー
の
内
、
お
子
様
を
つ
れ
て
練
習
に
参

加
さ
れ
る
方
が
四
名
も
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
そ
の
熱
意
が
今
回
の
成
果
と
し
て

実
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
母
親
コ
ー
ラ
ス
初
デ
ビ
ュ
ー

幼稚園
埼
玉
県
は
全
国
で
も
サ
ッ
カ
ー
の
人

気
が
高
い
地
域
で
、
Ｊ
リ
ー
グ
「
浦
和

レ
ッ
ズ
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
日
本
一
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
る
十
一
月
二
〇
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル

サ
ッ
カ
ー
が
本
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
浦
和
レ
ッ
ズ
の
選
手
で
あ
っ
た
コ
ー

チ
の
指
導
で
ボ
ー
ル
の
基
本
的
操
作
を

教
わ
っ
た
後
、
大
き
な
ゴ
ー
ル
め
が
け

て
皆
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
体
験
を
し

ま
し
た
。
コ
ー
チ
が
合
図
の
声
を
か
け

て
も
、
は
じ
め
は
遠
慮
気
味
な
シ
ュ
ー

ト
だ
っ
た
園
児
も，

次
第
に
自
信
が
つ

き
力
強
い
シ
ュ
ー
ト
が
打
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
試
合
を
始
め
る
と
、
子
ど
も
た
ち

の
声
援
が
飛
び
交
い
活
気
溢
れ
る
試
合

と
な
り
ま
し
た
。

試
合
開
始
と
終
了
時
に
両
チ
ー
ム
の

選
手
た
ち
は
顔
を
見
合
い
、
握
手
を
し

て
挨
拶
を
か
わ
し
ま
し
た
。「
試
合
で

は
敵
で
も
本
当
は
大
切
な
仲
間
だ
か
ら

し
っ
か
り
挨
拶
す
る
ん
だ
よ
」
と
教
え

て
く
れ
た
コ
ー
チ
の
言
葉
に
深
く
頷
く

子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
印
象
的
で
し

た
。

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む

第二幼稚園

十
二
月
十
七
日
、
園
児
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
先
生
方
が
ど
う
や
っ
て
園

児
を
喜
ば
せ
る
か
と
趣
向
を
こ
ら
し
、

「
○
×
サ
ン
タ
ク
イ
ズ
」「
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
」、
大
勢
の
先
生
方
が
熱
演

さ
れ
た
劇
「
大
き
な
か
ぶ
」
な
ど
で
園

児
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。「
早

く
こ
な
い
か
な
ー
」
と
待
ち
望
ん
だ
サ

ン
タ
さ
ん
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
登
場
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
は
じ
め
る
と
会
場

は
騒
然
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
園
児

た
ち
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
た

幼稚園
十
二
月
十
八
日
、
寒
さ
が
厳
し
い
冬

空
の
下
、
恒
例
の
母
の
会
主
催
の
お
も

ち
つ
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
何
日
も
前
か
ら
楽
し
み
に
し
な

が
ら
、
遊
び
の
中
で
お
相
撲
ご
っ
こ
を

し
て
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。
園
庭
で
は
、

お
も
ち
つ
き
と
お
相

撲
そ
し
て
鏡
餅
作
り

が
親
子
で
行
わ
れ
、

「
神
様
に
あ
げ
る
ん
だ

よ
」
と
会
話
を
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
作
る

姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
お
餅
つ
き
後
に

は
、
力
士
同
士
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
迫
力
の
あ

る
光
景
に
息
を
の
ん
で
見
つ
め
る
子
ど

も
も
い
ま
し
た
が
、
勝
負
が
決
ま
る
と

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
、
お
も
ち
つ
き

会
を
十
分
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

力
士
も
参
加
し
、
お
も
ち
つ
き

第二幼稚園

▲サッカーの基本を学ぶ ▲コーラス「りんごの木」初デビュー

▲力士といっしょに ▲プレゼントに大はしゃぎ
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クラブ活動の成果

クラブ活動の成果ククララブブ活活動動のの成成果果クラブ活動の成果クラブ活動の成果クラブ活動の成果

ミスダンスドリルチーム　日本大会2007
リリカル部門第１位
ミスダンスドリルチーム部門第２位　沼尻美紀

栄ある準優勝　高校女子バスケットボール部
（全国高校選抜）
準決勝で聖カタリナ女をくだし、４大会ぶり５度目の決勝進出を果たすも
決勝戦で桜花学院（愛知）に惜敗。

国民体育大会関東ブロック大会　第2位
全国高等学校総合体育大会都予選　団体3位　個人3位剣 道 部

全国高校サッカー選手権大会　東京都第3位男子サッカー部

関東大学リーグランキング20位を堅守男子バスケットボール部

マーチングバンド・バトントワリング関東大会優勝バトントワリング部

ティーンズカップ　優勝
オータムカップ　優勝ラ ク ロ ス 部

インターハイ予選　準優勝ソフトボール部

高 野 山 競 書 大 会　協会賞　飯田久美子　笹田香織　平岡一利
大東文化大学全国書道展　推　薦　紅谷冬鶴　土肥紫織
国際高校生選抜書展　入　選　増子遥　竹内千智

書 道 部

秋季県北新人大会　準優勝野 球 部

北部支部秋期大会　3位
埼玉県バレーボール優秀選手　瀬戸口あかね女子バレーボール部

全日本選手権大会　6位　坂大樹（＋82.5kg級）パワーリフティング部

県北支部新人戦　予選リーグ1位
決勝トーナメント準決勝　PK戦で惜敗サ ッ カ ー 部

朝日新聞社主催全国吹奏楽コンクール東京都大会　銀賞吹 奏 学 部

東京都総合体育大会　第２位女子バスケットボール部

東 京 都 総 合 体 育 大 会　200ｍ個人メドレー　第1位　岡田涼
東京都選手権水泳競技大会　200m自 由 形　第1位　岡田涼
東京都中学校学年別競技大会　200m自 由 形　第1位　岡田涼
全国中学校競技競技大会　400ｍ自 由 形　第5位　岡田涼

水 泳 部

深谷高等学校

高等学校（東京）

大学

中学校

深谷高等学校 東京校
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新刊コーナー新新刊刊ココーーナナーー新刊コーナー新刊コーナー新刊コーナー
本学園の教員が原則として平成１９年に上梓された著書をご紹介します。（順不同）

大学人文学部

「抽象的人間労働論の哲学」
二一世紀・マルクス可能性の地平
日山紀彦著
御茶の水書房 ９，０００円（税抜） 発刊１８年１１月２０日

従前の「抽象的人間労働」「概念の誤読」を「物

象化論の論理と構制」に依拠して解読し直す試み。

二十世紀におけるその誤読と歪曲の超克であり、マ

ルクス思想の二一世紀的意義・有効性の確認作業で

もある。

「歴史考古学大辞典」
増尾伸一郎分担執筆　「呪符木簡」「須弥山」

「出羽三山」など２０項目。
吉川弘文館 ３３，６００円（税抜） 発刊１９年２月２０日

歴史学と考古学をはじめ、美術史、民俗学、宗教

学、建築史など隣接する諸分野の成果を総合し、複

合的な視点から新しい歴史像を提示する大辞典。

「訳注　日本資料　延喜式（中）」
増尾伸一郎分担執筆　巻１６「陰陽寮」の訓読

と注釈（５０頁分）
集英社 ３６，７５０円（税抜） 発刊１９年６月１０日

日本古代の律令法に関する最大の法令集成（１０世

紀成立）の詳細な注釈書。全３巻のうちの第２巻目。

全巻にわたる注釈は今回が最初である。

えんぴつでなぞる・CDで歌える

百人一首
青驂隆志監修　岡田崇花著
ナツメ社 １，７６４円（税抜） 発刊１９年１１月６日

日本人なら覚えておきたい「百人一首」を、本書

では鉛筆でなぞって、CDで聴いて、楽譜を見ながら

伝統的な節で歌って楽しむことができます。２枚の

CDには、宮中の「歌会始」で行われている伝統的な

吟誦を収録しています。

「韓国語学習Q＆A２００」
李允希（イ　ユニ）共著
株式会社アルク １，８９０円（税抜） 発刊１９年６月

韓国語の学習を進める中で突き当たった疑問や難

問に答えるための参考書。地方では韓国語を独学す

る人が多いため、「学習方法」「発音の疑問」「話し言

葉の疑問」「書き言葉の疑問」「文法の疑問」「語彙の

疑問」の６章に分けてわかりやすく解説している。

「アンニョンハシムニカ？ハングル講座

―よく使う言葉で賢く学ぼう」
李允希著　NHKラジオ放送用教科書
日本出版協会 １９年４月～９月 ２，１００円（税抜）

筆者が担当講師を務めた、NHKラジオ教育放送ハ

ングル講座の入門テキスト。言語教育の教材論に立

脚した統合教材。筆者の専門分野である発音教育と

最新のコーパスによる語彙教育の充実を図っている

のが特徴。

「iPod selection韓国語

―ハングルを学ぶ（Premium）」
李允希共著　CAI教材
ソースネクスト ２，１００円（税抜） 発刊１９年２月

ビジネスに必要な韓国語やビジネスの実務で必要

となる会話を使用頻度が高く、応用範囲の広い語彙

を中心にまとめた会話教材。iPodやパソコンを利用

して学習でき、繰り返し聞くだけでヒアリング能力

が大幅に伸長できるのが特徴。

「ハングル三昧PLUS」
株式会社学習研究社 ３，９９０円（税抜） 発刊１９年２月

時代のニーズに応えて、パソコンで学習できる

CAI教材。ハングルが読めない一般の学習者のため

に、ハングル文字にはカタカナのルビをふり、ロー

マ字を併記して特に間違えやすい発音が正確に発音

できるように対応している。「韓国語の耳」を作る

学習システムを目指しているのが特徴。

子ども学部

「昭和の子ども生活史」
深谷昌志著
黎明書房 ７，５００円（税抜） 発刊１９年９月３０日

子どもが昭和をどう生きてきたのかを、資料を基

に描いていく。全体は６章から構成され、紙芝居や

補習教育、徒弟奉公、集団疎開、少年マガジン、テ

レビなどの現象を子どもの視点から捉え、その意味

をとらえる。

「保育者になりたいあなたへ

学校選びから就活までアドバイスブック」
（教育技術　Latta mook）

神長美津子監修／Latta編集部編
小学館 １，２６０円（税抜） 発刊１９年２月

「保育士をめざす人のために」「幼稚園教諭をめ

ざす人のために」「新しい保育のカタチ」「就活まる

わかり」の4部構成で、保育士＆幼稚園教諭」「もっ

と知っておきたい専門用語集」もあり、保育者をめ

ざす学生にお勧めしたい必読書。

子ども学部

『「音痴」克服の指導に関する実戦的研究』
小畑千尋著
多賀出版 ７,８７５円（税抜） 発刊１９年９月

「音痴」は広く一般に音楽能力に先天的に欠陥が

あるかのごとく捉えられている。しかしながら音程

を正しく歌うことは、スキルとして習得できる。本

書は「音痴」の成人に対する指導実践事例の分析を

通して、「音痴」克服において必要とされる歌唱指

導面の指導・心理的援助を明らかにし、その指導法

を提言したものである。

短期大学

「観光学大辞典」
香川眞編　日本国際観光学会監修

分担執筆　秋山秀一
木楽舎 ３，３３３円（税抜） 発刊１９年１１月８日

日本国際観光学会の１５周年記念行事として刊行さ

れた、日本で最初の観光学に関する辞典。「現代観

光学の視座」「旅と観光の歴史」「観光行動とその規

制」「観光政策と観光行政」「観光事業と観光経営」

「観光と地域社会」「観光と国際社会」「国際観光事

情」の９章で構成され、収容用語４５００語から成る。

「冷泉家時雨亭叢書７１

承空本私家集下」
共著　久保田哲夫・新藤協三・田中登・藤田洋治
朝日新聞社 ３０，０００円（税抜） 発刊１９年６月１日

重要文化財に指定された、時雨亭文庫蔵の承空本

私家集の影印と解題の３冊目。８人の歌人の家集を

収録し、異本系の貴重な本文を持つ古今歌人の小野

小町と藤原敏行の家集、「小野小町集」と「敏行朝

臣集」を担当した。

「保育実習まるごとガイド」
監修寺田清美
小学館　１，０００円（税抜） 発刊平成１９年

「新入生のスタディガイド」的保育者専門書。幼

稚園や保育所ではどんな生活をしているのか、保育

者はどのような仕事をしているのか？保育者になる

ためには、何を学び、準備が必要なのか？　保育の

基本と学生生活の過ごし方を、わかりやすく具体的

に解説している。

乳児保育の基本
寺田清美（共著）
萌文書林 ２，０００円（税抜）発刊１９年１１月

学園教員の新刊紹介

○２１号でご紹介した「あかちゃんが教室にきたよ」

は厚生労働省「第１６回保障審議会福祉文化財」

の推薦認定をいただきました。
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入試情報・お問い合わせ先

学校法人東京成徳学園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp

東京成徳大学大学院 http://www.tsu.ac.jp/gra（pc）
office-gra@tsu.ac.jp（e-mail） 電話03－3927－4116

東京成徳大学 http://www.tsu.ac.jp（pc）
http://www.tsu-mobile.com（携帯サイト）

人文学部 八千代キャンパス入試・広報センター 電話047－488－1000（直通）
子ども学部 十条台キャンパス入学課 電話03－3908－4566（直通）

東京成徳短期大学 http://www.tsc.ac.jp
十条台キャンパス入学課 電話03－3908－4566（直通）

東京成徳大学中学・高等学校 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/tokyo-hs
本館（中・高一貫部） 電話03－3911－2786
別館（高等部） 電話03－3911－5196

東京成徳大学深谷高等学校 http://www.tsfh.jp 電話048－571－1303

東京成徳短期大学附属幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind 電話03－3911－6337

東京成徳短期大学附属第二幼稚園 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/y-kind 電話048－854－2151

東京成徳スイミングスクール 電話03－3914－2383

学外施設戸隠グリーン 電話026－254－2662

学校法人　東京成徳学園 〒114-8526  東京都北区豊島8－26－9 TEL  03－3911－2411 FAX  03－3911－6500
●発行／法人本部企画調査室 東京成徳広報　第２３号　平成２０年１月発行　

一般入試の入試日程などはホームページで詳細を

十条台キャンパス　11月に開催された桐友祭


